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「住んでよかった 住みたくなる…綾部発情報すくらんぶる」は、綾部市の施策・制度・イベント・名所・活躍する個人や団体…
など、綾部のホットな市政情報や旬の話題を幅広くお届けします。
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月
号
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公
募
で
デ
ザ
イ
ン
を
決
定

建
物
正
面
の
壁
画
を
制
作
し
た

の
は
、
福
知
山
市
在
住
の
荻
野
弘

人
さ
ん
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
、
自
然
と
触
れ
合
う
様
子

を
描
い
て
い
ま
す
。
壁
画
は
、
同

駅
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
よ

う
に
と
の
思
い
を
込
め
、
同
委
員

会
が
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
。
審
査
員

の
投
票
で
「
誰
も
が
親
し
み
や
す

く
か
わ
い
い
」
と
好
評
だ
っ
た
、
荻

野
さ
ん
の
作
品
を
選
び
ま
し
た
。

ま
た
、
南
北
の
２
面
の
壁
は
、

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
デ
ザ
イ
ン

を
考
え
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
塗

装
。
そ
れ
ぞ
れ
違
う
デ
ザ
イ
ン
の
、

色
彩
豊
か
な
ペ
イ
ン
ト
が
完
成
し

ま
し
た
。

交
流
や
情
報
発
信
の
拠
点

山
家
ふ
れ
あ
い
の
駅
は
地
域
の

要
望
を
受
け
、
府
の
「
駅
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
補
助
金
を
活
用

し
て
、
市
が
旧
上
原
教
育
集
会
所

を
再
整
備
し
た
も
の
。
地
域
活
性

化
の
交
流
拠
点
と
し
て
、
平
成
31

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

同
駅
で
は
、
地
元
で
採
れ
た
野
菜

や
特
産
品
な
ど
の
販
売
、
飲
食

コ
ー
ナ
ー
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
演
奏
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
会
場
や
地
域
交
流
の
場
と
し

て
も
活
用
。
さ
ら
に
、
東
部
地
域

の
玄
関
口
と
し
て
、
情
報
発
信
の

役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

上／市民から寄付を受けたピアノは、誰でも
自由に演奏できます。下／力を合わせて作業
する委員会のメンバー

　やまが元気プロジェクト委員会（谷口和紀委員長）が、上原町のＪＲ山家駅前
にある「山家ふれあいの駅」の壁面ペイントを企画。このほど、色鮮やかな壁画
が完成しました。

　やまが元気プロジェクト委員会（谷口和紀委員長）が、上原町のＪＲ山家駅前
にある「山家ふれあいの駅」の壁面ペイントを企画。このほど、色鮮やかな壁画
が完成しました。

壁面ペイントで装い新たに壁面ペイントで装い新たに

山家ふれあいの駅山家ふれあいの駅

　「自然と触れ合い、地域に人が集まるよ
うに」とのメッセージを込めてデザインを
考えました。作業中には駅の利用者や地域
　　　　　　の人が声を掛けてくれ、人と
　　　　　　人との距離が近いことが山家
　　　　　　地区の魅力だと感じました。
　　　　　　　この壁画を通して同駅に関
　　　　　　　心が集まり、地域の魅力や
　　　　　　　自然の良さなどに気付くき
　　　　　　　　っかけになればうれしい
　　　　　　　　　です。

　同駅がオープンしてから約１年が経過し、
遠くから訪れる人も増加。さらにこの地域
に人を呼び込むため、この企画を考えまし
た。ペイントに興味を持ち、
立ち寄ってくれる人が増える
とうれしいです。同駅が地域
のシンボルになることを期待
しつつ、この地から山家や東
部地域の魅力を発信し、由良
川の自然を活用したカヌーラ
フティング体験の窓
口業務も行っていき
ます。

壁画の作者
荻野弘人さん
（福知山市）

やまが元気プロジェクト委員会
谷口和紀 委員長
やまが元気プロジェクト委員会
谷口和紀 委員長

住　所：綾部市上原町戸尻８-５
電　話：（21）5529
営業時間：午前９時～午後４時（4～ 9月）
　　　　午前９時30分～午後３時（10～3月）
定休日：木曜日

information里山に春の訪れ
ミツマタの甘い香りに包まれた、水源の里・老富の「神秘の森」。
多くの観光客が、春の訪れを楽しみました。
４月下旬には、美しいシャガの群生が見られます。
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令和２年度当初予算
組織と人事
由良源太郎さん名誉市民に
まゆピーラインスタンプ完成
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３
月
補
正
予
算
と一体
的
に
編
成

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
は
、

一
般
会
計
１
６
６
億
４
７
３
９
万

円
で
、
前
年
よ
り
２
・
０
㌫
増
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
補
正

予
算
で
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
な

ど
を
有
効
に
活
用
。
新
年
度
に
実

施
を
予
定
し
て
い
た
小
学
校
の
大

規
模
改
修
や
旧
市
民
セ
ン
タ
ー
の

解
体
な
ど
、
ハ
ー
ド
事
業
の
予
算

を
前
倒
し
で
計
上
し
ま
し
た
。
令

和
２
年
度
の
実
質
的
な
予
算
額

は
、
前
倒
し
の
事
業
予
算
と
合
わ

せ
、
１
７
３
億
６
１
１
万
円
（
前

年
比
６
・
０
㌫
増
）
で
す
。

将
来
見
据
え
借
金
な
ど
抑
制

歳
入
で
は
、財
政
調
整
基
金（
貯

金
）
の
取
り
崩
し
を
抑
制
（
前
年

比
３
・
６
㌫
減
）。
将
来
の
公
債

費
負
担
（
借
金
返
済
）
を
軽
減
す

る
た
め
、
市
債
の
発
行
も
抑
制
し

て
い
ま
す
（
前
年
比
19
・
９
㌫
減
）。

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
収
入

は
、
法
人
税
割
の
税
率
引
き
下
げ

な
ど
で
、
前
年
比
０
・
６
㌫
減
の
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令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
が
３
月
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
復
旧

や
今
後
の
災
害
等
へ
の
備
え
が
必
要
な
こ
と
か
ら
緊
縮
財
政
が
続
く
中
、
国
や
府
の
補

助
金
を
積
極
的
に
確
保
。
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
を
厳
選
す
る
と
と
も
に
、
市

制
施
行
70
周
年
の
記
念
事
業
な
ど
、
将
来
へ
夢
や
希
望
を
つ
な
ぐ
施
策
を
進
め
ま
す
。

45
億
９
８
１
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
、
法
人
事
業
税
交
付

金
が
創
設
さ
れ
た
ほ
か
、
地
方
交

付
税
や
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど

が
増
え
る
見
込
み
で
す
。

行
政
課
題
に
重
点
配
分

歳
出
は
、
安
全
・
安
心
を
は
じ

め
、
少
子
高
齢
化
や
産
業
振
興
、

農
村
集
落
活
性
化
、
ま
ち
な
か
再

生
な
ど
、
行
政
課
題
に
対
応
す
る

施
策
に
重
点
配
分
。「
医
・
職
・
住
・

教
育
・
情
報
発
信
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

本
年
度
は
、
今
後
10
年
間
の
市

の
方
向
性
や
目
標
な
ど
を
定
め
る

「
第
６
次
綾
部
市
総
合
計
画
」
に

加
え
、
市
街
地
全
体
の
効
果
的
な

土
地
利
用
を
考
え
る
「
立
地
適
正

化
計
画
」、
公
共
施
設
の
最
適
配

置
を
進
め
る
「
公
共
施
設
個
別
施

設
計
画
」
を
策
定
。
ま
ち
づ
く
り

の
重
要
な
役
割
を
担
う
、
こ
れ
ら

の
計
画
策
定
事
業
に
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
本
年
は
、

市
制
施
行
70
周
年
の
節
目
の
年
。

各
種
記
念
事
業
＝
本
紙
５
面
参
照

＝
な
ど
で
、
緊
縮
財
政
の
中
で
も

次
代
へ
と
夢
を
つ
な
ぐ
施
策
を
進

め
ま
す
。

令
和
２
年
度
当
初
予
算

　    
緊
縮
型
で
も
将
来
に
つ
な
ぐ
施
策
展
開

医 職
住 教育

情報発信

子ども家庭支援相談室設置事業費 16,282千円
児童虐待防止の体制を強化＝本紙７面参照

西八田放課後学級施設整備事業費 28,634千円
令和３年度の放課後学級開設に向けた施設整備

障害福祉サービス事業所等施設整備事業費
 18,238千円
障害者の就労支援拠点整備を支援（令和３年開設予定）

後期高齢者歯科健診事業費 2,572千円

介護職員研修受講支援事業費  555千円
市内介護事業所の職員が受講する
研修費を支援＝本紙８面参照

●小学校大規模改修事業費 43,755千円
綾部小学校のトイレと中筋小学校の
外壁を改修

●ＩＣＴ推進事業費（小・中学校）
 410,200千円
児童生徒１人１台端末の活用に向けた
通信ネットワークを整備

●旧市民センター解体事業費
 184,948千円

●宮代豊里線整備事業費 7,448千円
＝写真①

●橋りょう長寿命化対策事業費
 12,373千円
２橋の補修と１橋の設計を実施

Ｉ・Ｔビル大規模改修事業費 42,493千円
４階空調設備、屋上等を改修＝写真④

あやべ温泉活性化推進事業費 25,000千円
大型迷路の設置やバランススクーターの
整備等に対する補助

林道君尾線整備事業費 9,000千円
林道君尾線を整備し、安全な交通確保と
観光周遊ルートを構築

集落営農法人経営力強化事業費
 1,516千円
　農地集積により経営規模を拡大する
　集落営農法人を支援

■当初予算の規模
一般会計 166億4,739万円
特別会計 94億343万円
公営企業会計 127億9,301万円

合計 388億4,383万円

令和元年度前倒し事業分
 ６億5,872万円

特定空家等対策事業費　　1,500千円
危険な状態にある特定空家を
略式代執行により解体

防災基盤整備事業費　　 21,638千円
防火水槽２基を整備（里町、旭町）

消防車両整備事業費 33,978千円
高規格救急車、小型動力ポンプを更新

第６次綾部市総合計画策定費 5,005千円

立地適正化計画策定事業費 5,310千円
＝写真②

公共施設マネジメント推進事業費 12,964千円

小学校大規模改修事業費＝写真③
 33,693千円
志賀小学校の体育館の屋根、床を改修

国宝光明寺二王門消火設備改修費補助事業費
 12,000千円
自動消火設備の設置、設備改修等への補助

チャレンジイングリッシュ事業費 533千円
低学年を対象とした英語に触れる体験事業

大河ドラマ「麒麟がくる」推進事業費等
 1,600千円
リーフレットの作成や市内観光バスツアーに
対する補助

令和２年度歳入歳出の状況（一般会計）

歳 入

歳 出
目的別

議会費・労働費・
予備費 1.4%

分担金・負担金 0.2%
使用料・手数料 2.4％

災害復旧費
0.2%

消防費
4.1%

農林水産業費 4.1%

財産収入・寄付金・諸収入 1.5%

商工費 2.1%

総務費
14.7%

民生費
35.3%

衛生費
10.8%

土木費
12.8%

教育費
  6.9%

公債費
 7.6%

市税
27.1%

繰入金
6.8%

地方交付税
26.8%

国庫支出金
12.8%

府支出金
10.5%

市債 5.3%

地方譲与税ほか 6.6%

自主財源 38.0%
依存財源 62.0%

前倒し事業
（令和元年度３月補正予算）

①

②

③

④

①道路を拡幅し、車両のスム
ーズな通行と歩行者の安全を
確保。②新しい図書館やコン
ベンションホールなどの整備
に向け、将来を見据えた土地
利用を計画。③老朽化した施
設を計画的に改修し、学習環
境を改善。④経年劣化による
設備を適切に維持管理し、利
用者の利便性を確保
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り

の
重
要
な
役
割
を
担
う
、
こ
れ
ら

の
計
画
策
定
事
業
に
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
本
年
は
、

市
制
施
行
70
周
年
の
節
目
の
年
。

各
種
記
念
事
業
＝
本
紙
５
面
参
照

＝
な
ど
で
、
緊
縮
財
政
の
中
で
も

次
代
へ
と
夢
を
つ
な
ぐ
施
策
を
進

め
ま
す
。

令
和
２
年
度
当
初
予
算

　    
緊
縮
型
で
も
将
来
に
つ
な
ぐ
施
策
展
開

医 職
住 教育

情報発信

子ども家庭支援相談室設置事業費 16,282千円
児童虐待防止の体制を強化＝本紙７面参照

西八田放課後学級施設整備事業費 28,634千円
令和３年度の放課後学級開設に向けた施設整備

障害福祉サービス事業所等施設整備事業費
 18,238千円
障害者の就労支援拠点整備を支援（令和３年開設予定）

後期高齢者歯科健診事業費 2,572千円

介護職員研修受講支援事業費  555千円
市内介護事業所の職員が受講する
研修費を支援＝本紙８面参照

●小学校大規模改修事業費 43,755千円
綾部小学校のトイレと中筋小学校の
外壁を改修

●ＩＣＴ推進事業費（小・中学校）
 410,200千円
児童生徒１人１台端末の活用に向けた
通信ネットワークを整備

●旧市民センター解体事業費
 184,948千円

●宮代豊里線整備事業費 7,448千円
＝写真①

●橋りょう長寿命化対策事業費
 12,373千円
２橋の補修と１橋の設計を実施

Ｉ・Ｔビル大規模改修事業費 42,493千円
４階空調設備、屋上等を改修＝写真④

あやべ温泉活性化推進事業費 25,000千円
大型迷路の設置やバランススクーターの
整備等に対する補助

林道君尾線整備事業費 9,000千円
林道君尾線を整備し、安全な交通確保と
観光周遊ルートを構築

集落営農法人経営力強化事業費
 1,516千円
　農地集積により経営規模を拡大する
　集落営農法人を支援

■当初予算の規模
一般会計 166億4,739万円
特別会計 94億343万円
公営企業会計 127億9,301万円

合計 388億4,383万円

令和元年度前倒し事業分
 ６億5,872万円

特定空家等対策事業費　　1,500千円
危険な状態にある特定空家を
略式代執行により解体

防災基盤整備事業費　　 21,638千円
防火水槽２基を整備（里町、旭町）

消防車両整備事業費 33,978千円
高規格救急車、小型動力ポンプを更新

第６次綾部市総合計画策定費 5,005千円

立地適正化計画策定事業費 5,310千円
＝写真②

公共施設マネジメント推進事業費 12,964千円

小学校大規模改修事業費＝写真③
 33,693千円
志賀小学校の体育館の屋根、床を改修

国宝光明寺二王門消火設備改修費補助事業費
 12,000千円
自動消火設備の設置、設備改修等への補助

チャレンジイングリッシュ事業費 533千円
低学年を対象とした英語に触れる体験事業

大河ドラマ「麒麟がくる」推進事業費等
 1,600千円
リーフレットの作成や市内観光バスツアーに
対する補助

令和２年度歳入歳出の状況（一般会計）

歳 入

歳 出
目的別

議会費・労働費・
予備費 1.4%

分担金・負担金 0.2%
使用料・手数料 2.4％

災害復旧費
0.2%

消防費
4.1%

農林水産業費 4.1%

財産収入・寄付金・諸収入 1.5%

商工費 2.1%

総務費
14.7%

民生費
35.3%

衛生費
10.8%

土木費
12.8%

教育費
  6.9%

公債費
 7.6%

市税
27.1%

繰入金
6.8%

地方交付税
26.8%

国庫支出金
12.8%

府支出金
10.5%

市債 5.3%

地方譲与税ほか 6.6%

自主財源 38.0%
依存財源 62.0%

前倒し事業
（令和元年度３月補正予算）

①

②

③

④

①道路を拡幅し、車両のスム
ーズな通行と歩行者の安全を
確保。②新しい図書館やコン
ベンションホールなどの整備
に向け、将来を見据えた土地
利用を計画。③老朽化した施
設を計画的に改修し、学習環
境を改善。④経年劣化による
設備を適切に維持管理し、利
用者の利便性を確保



人
事
異
動
で
新
体
制

市
は
４
月
１
日
に
人
事
異
動
を

発
令
。
本
年
度
の
組
織
体
制
（
課

長
級
以
上
）
は
次
の
と
お
り
で
す

＝
太
字
は
新
任
（
異
動
）。

　
　
　

  

公
室
長
（
危
機
管
理

監
事
務
取
扱
）＝
岩
本
正
信
▽
秘

書
広
報
課
長
＝
野
間
知
亜
紀
▽
職

員
課
長
＝
森
本
修
▽
防
災
・
危
機

管
理
課
長
＝
大
槻
伸
一

　
　
　
　

  

部
長
＝
吉
田
清
人

▽
企
画
政
策
課
長
＝
東
勝
史
▽
総

務
課
長
＝
志
賀
久
男
▽
財
政
課
長

＝
四
方
健
史
▽
税
務
課
長
＝
大
槻

一
郎

　
　
　
　

  

部
長
＝
吉
田
豊
▽

次
長（
環
境
保
全
課
長
事
務
取
扱
）

＝
森
津
充
好
▽
市
民
・
国
保
課
長

＝
芦
田
正
彦
▽
市
民
協
働
課
長
＝

立
藤
聡
▽
人
権
推
進
課
長
＝
大
島

憲
一
▽
同
課
主
幹
＝
塩
見
由
美
▽

環
境
保
全
課
主
幹
＝
白
波
瀬
巧

　
　
　
　

  

部
長
＝
大
石
浩
明

▽
社
会
福
祉
課
長
＝
塩
見
勲
生
▽

同
課
主
幹
＝
大
槻
秋
夫
▽
こ
ど
も

支
援
課
長
＝
四
方
雅
弘
▽
同
課
主

幹
（
物
部
保
育
園
長
事
務
取
扱
）

＝
谷
口
留
美
子
▽
障
害
者
支
援
課

長
＝
四
方
麻
美
▽
高
齢
者
支
援
課

長
＝
松
原
哲
也
▽
同
課
主
幹
＝
大

島
け
い
子
▽
保
健
推
進
課
長
＝
十

倉
和
寿
▽
同
課
主
幹
＝
婦
木
し
お

り

　
　
　
　

  
部
長
＝
上
原
季
司

▽
商
工
労
政
課
長
＝
荻
野
達
徳
▽

同
課
主
幹
＝
浅
尾
則
夫
▽
農
林
課

長
＝
大
島
順
彦
▽
同
課
主
幹
＝
小

松
健
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
＝

岸
本
孝
昭

　
　
　
　

  

部
長
＝
朝
子
直
樹

▽
定
住
・
地
域
政
策
課
長
＝
潮
見

雅
敏
▽
同
課
主
幹
＝
高
橋
ひ
と
み

▽
観
光
交
流
課
長
＝
白
波
瀬
正
彦

▽
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
＝

小
林
敏
和

　
　

  

部
長
＝
四
方
博
▽
次
長

（
建
設
課
長
事
務
取
扱
）＝
四
方
康

尚
▽
監
理
課
長
＝
仲
井
渉
▽
建
設

課
主
幹
＝
上
田
英
之
▽
都
市
計
画

課
長
＝
奥
村
宣
幸
▽
建
築
課
長
＝

新
型
ウ
イ
ル
ス
禍

桜
の
季
節―

。
華
や
い
だ
気

分
に
な
り
、
特
に
こ
の
一
年
は

当
地
で
は
大
き
な
災
害
も
な
く

穏
や
か
な
春
を
迎
え
ら
れ
る
と

思
っ
て
い
た
が
、
世
の
中
に
は

上
り
坂
と
下
り
坂
の
ほ
か
に〝
マ

サ
カ
〞
と
い
う
坂
が
あ
る
ら
し

い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

あ
る
。

本
市
で
も
感
染
者
が
３
人
発

生
し
た
。
こ
の
報
は
市
民
に
衝

撃
を
与
え
、
そ
れ
ま
で
ど
こ
か

他
人
事
で
あ
っ
た
雰
囲
気
は
一

変
。
一
気
に
外
出
は
控
え
ら
れ
、

行
事
や
宴
会
の
中
止
が
相
次
ぐ

な
ど
、
ま
ち
全
体
に
過
度
と
も

思
え
る
自
粛
ム
ー
ド
が
拡
が
っ

た
。
一
斉
休
校
に
よ
る
子
ど
も

達
の
自
宅
待
機
、
そ
し
て
元
気

な
お
年
寄
り
の
活
動
さ
え
止

ま
っ
た
ま
ち
の
様
子
は
以
前
と

は
全
く
別
の
光
景
と
な
っ
た
。

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
人
類

は
疫
病
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
こ

と
を
学
ぶ
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
ペ
ス
ト
や
天
然
痘
、
近
代
の

ス
ペ
イ
ン
風
邪
な
ど
で
は
数
千

万
単
位
の
死
亡
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
現
代
で
は
エ
イ
ズ
や
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
等
が
記
憶
に
新
し
い
。

た
だ
し
近
時
は
ワ
ク
チ
ン
開
発

に
よ
り
死
亡
者
数
は
激
減
し
て

お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て

も
一
刻
も
早
い
治
療
法
の
確
立

が
期
待
さ
れ
る
。

最
大
の
懸
念
は
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
（
世
界
的
大
流
行
）。
欧
米
で

は
既
に
そ
の
様
相
を
呈
し
て
い

る
が
、
国
境
を
越
え
る
疫
病
に

対
処
す
る
に
は
世
界
レ
ベ
ル
で

の
連
携
協
力
が
重
要
と
な
る
。

と
な
る
と
浮
上
す
る
の
が
、
本

市
が
提
唱
す
る
世
界
連
邦―

。

そ
の
必
要
性
が
従
来
に
も
比
し

て
増
し
て
く
る
。
戦
争
の
廃
絶

と
合
わ
せ
、
疫
病
対
策
を
国
家

の
利
害
を
超
え
て
取
り
組
む
運

動
と
い
う
視
点
で
捉
え
た
い
も

の
だ
。
こ
れ
ぞ
平
和
の
希
求
と

言
え
ま
い
か
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

新
し
い
外
来
診
療
担
当
医
師
表

は
、
同
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

広
報
紙
「
お
あ
し
す
」
50
号
（
４

月
発
行
予
定
）
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

5

122

4

飯
田
政
利

　
　

  

会
計
管
理
者
兼
会
計
課

長
＝
三
本
木
紀
子

　
　
　

  

消
防
長
＝
上
原
博
一

▽
次
長
＝
塩
見
幸
作
▽
管
理
課
長

＝
岸
本
新
吾
▽
予
防
課
長
＝
山
崎

正
吾
▽
警
防
課
長
兼
消
防
署
長
＝

四
方
繁
行
▽
警
防
課
主
幹
兼
消
防

署
上
林
出
張
所
長
兼
消
防
署
長
補

佐
＝
丸
岡
敦
史

　
　
　
　

  

部
長
＝
四
方
秀
一

▽
次
長（
下
水
道
課
長
事
務
取
扱
）

＝
柳
田
嘉
宏
▽
上
水
道
課
長
＝
小

林
浩
子　

　
　
　

  

局
長
＝
高
橋
一
彦

▽
次
長
＝
井
上
浩
豪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 部

長
＝
小
林
治
▽
学
校
教
育
課
長
＝

村
上
哲
也
▽
社
会
教
育
課
長
＝
立

藤
江
理
▽
同
課
主
幹
兼
天
文
館
長

兼
資
料
館
長
＝
大
槻
直
樹
▽
同
課

主
幹
兼
図
書
館
長
＝
生
駒
彩
子
▽

社
会
教
育
課
（
園
長
）＝
松
浦
宏

美
▽
八
田
幼
稚
園
長
＝
吉
田
純
子

　
　
　
　
　
　

 
局
長
＝
飯
室
誠

庁
舎
の
配
置
変
更

４
月
１
日
か
ら
、
企
画
総
務
部

企
画
政
策
課
は
本
庁
北
２
階
か
ら
、

本
庁
舎
２
階
に
移
動
し
ま
し
た
。

電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
本
市
に
と
っ
て
、
市
制

施
行
70
周
年
の
節
目
に
当
た
り
ま

す
。
市
は
、
70
周
年
を
記
念
し
て

新
た
な
発
想
や
企
画
で
事
業
を
実

施
す
る
市
民
団
体
な
ど
に
、
次
の

と
お
り
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象

対
象
と
な
る
の
は
▽
市
民
団
体

な
ど
が
自
ら
企
画
・
実
施
す
る
▽

地
域
の
活
性
化
や
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
で
、

平
和
や
環
境
、
文
化
、
地
域
資
源

を
生
か
し
て
市
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と
す
る
▽
市
の
ほ
か
の
補
助
金

を
受
け
な
い
▽
交
付
決
定
の
日
か

ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
実

施
す
る―

事
業
で
す
。

市
外
で
実
施
す
る
も
の
や
限
ら

れ
た
人
を
対
象
と
し
た
事
業
、
毎

年
実
施
し
て
い
る
事
業
名
に
「
市

制
施
行
70
周
年
」
を
つ
け
た
だ
け

市
制
施
行
70
周
年
協
賛
事
業
補
助
金

〜
市
民
が
行
う

　
　 記
念
事
業
を
支
援
〜

の
事
業
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

補
助
額

１
件
当
た
り
10
万
円
（
補
助
率

10
分
の
10
）
を
上
限
に
予
算
の
範

囲
内
で
交
付
し
ま
す
。

申
請５

月
13
日（
水
）ま
で
に
所
定
の

用
紙
で
企
画
政
策
課
へ
。

申
請
書
は
市
役
所
２
階
の
同
課

と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

そ
の
他

補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
催
し

で
あ
っ
て
も
「
綾
部
市
制
施
行
70

周
年
記
念
」
と
表
記
し
て
実
施
す

る
場
合
は
、
企
画
政
策
課
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
課
☎（
42
）４
２

１
５
ま
で
。

●市制施行70周年記念式典
　　名誉市民の顕彰や市政に功績のあった団体・個人を
　表彰します（８月１日（土）開催）
●市議会設立70周年記念事業
 「次代を担う高校生議会」
　　将来を担う高校生の市政に対する理解と関心を深め
　ます（７月開催予定）
●未来へつなぐ文化のかおるまち推進事業
 「京都市交響楽団コンサート」
　　文化、芸術に親しむ機会の充実を図ります
　（11月１日（日）開催予定）
●あいフェスティバル・あやべ人権フェスタ事業
　　２つの事業を合同開催し、人権が尊重される社会の
　実現を目指します（12月13日（日）開催予定）
●綾部市史編さん事業
　　昭和の終わりから平成時代までの現代版の作成に着
　手します

市制施行70周年記念事業
　本年度計画している70周年記念事業の一部を紹介
します。各事業の詳細が決まりましたら、本紙や市
ホームページなどでお知らせします。

市
長
公
室

企
画
総
務
部

農
林
商
工
部

会
計
課

消
防
本
部

上
下
水
道
部

議
会
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

定
住
交
流
部

建
設
部

市
民
環
境
部

福
祉
保
健
部

組
織
と
人
事

　 〜
最
小
限
の
異
動
で
組
織
力・機
動
力
を
強
化
〜

青
野
町
の
市
立
病
院
（
高
升
正

彦
院
長
）
に
４
月
１
日
、
新
た
に

２
人
の
医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。

常
勤
医
師
は
33
人
で
増
減
は
あ
り

ま
せ
ん
。

市
立
病
院
に
新
任
医
師

小児科 河辺泰宏 医長
かわべ やすひろ

泌尿器科

田原秀一 透析センター長
たはら  ひでかず

　風邪など日常の病気から、内分泌代謝
や糖尿病、気管支喘息、アトピー性皮膚
炎などの小児慢性疾患に関しても、お子
さまのことでお困りの際にはご相談くだ
さい。日々適切な医療を提供できるよう
心掛け、地域の早期医療に尽力しますの
　　　　　で、よろしくお願いします。

　泌尿器科は、排尿障害や結石治療など
の良性疾患から、前立腺癌、膀胱癌、腎
癌などの癌診療、慢性腎不全や血液浄化
療法まで幅広く診療しています。
　ガイドラインに則した丁寧な診療を行
い、皆様の信頼を得たいと思います。地
域の皆様に最良の医療を提供できるよう
精一杯精進しますので、よろしくお願い
します。

人
事
異
動
で
新
体
制

市
は
４
月
１
日
に
人
事
異
動
を

発
令
。
本
年
度
の
組
織
体
制
（
課

長
級
以
上
）
は
次
の
と
お
り
で
す

＝
太
字
は
新
任
（
異
動
）。

　
　
　

  

公
室
長
（
危
機
管
理

監
事
務
取
扱
）＝
岩
本
正
信
▽
秘

書
広
報
課
長
＝
野
間
知
亜
紀
▽
職

員
課
長
＝
森
本
修
▽
防
災
・
危
機

管
理
課
長
＝
大
槻
伸
一

　
　
　
　

  

部
長
＝
吉
田
清
人

▽
企
画
政
策
課
長
＝
東
勝
史
▽
総

務
課
長
＝
志
賀
久
男
▽
財
政
課
長

＝
四
方
健
史
▽
税
務
課
長
＝
大
槻

一
郎

　
　
　
　

  

部
長
＝
吉
田
豊
▽

次
長（
環
境
保
全
課
長
事
務
取
扱
）

＝
森
津
充
好
▽
市
民
・
国
保
課
長

＝
芦
田
正
彦
▽
市
民
協
働
課
長
＝

立
藤
聡
▽
人
権
推
進
課
長
＝
大
島

憲
一
▽
同
課
主
幹
＝
塩
見
由
美
▽

環
境
保
全
課
主
幹
＝
白
波
瀬
巧

　
　
　
　

  

部
長
＝
大
石
浩
明

▽
社
会
福
祉
課
長
＝
塩
見
勲
生
▽

同
課
主
幹
＝
大
槻
秋
夫
▽
こ
ど
も

支
援
課
長
＝
四
方
雅
弘
▽
同
課
主

幹
（
物
部
保
育
園
長
事
務
取
扱
）

＝
谷
口
留
美
子
▽
障
害
者
支
援
課

長
＝
四
方
麻
美
▽
高
齢
者
支
援
課

長
＝
松
原
哲
也
▽
同
課
主
幹
＝
大

島
け
い
子
▽
保
健
推
進
課
長
＝
十

倉
和
寿
▽
同
課
主
幹
＝
婦
木
し
お

り

　
　
　
　

  
部
長
＝
上
原
季
司

▽
商
工
労
政
課
長
＝
荻
野
達
徳
▽

同
課
主
幹
＝
浅
尾
則
夫
▽
農
林
課

長
＝
大
島
順
彦
▽
同
課
主
幹
＝
小

松
健
▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
＝

岸
本
孝
昭

　
　
　
　

  

部
長
＝
朝
子
直
樹

▽
定
住
・
地
域
政
策
課
長
＝
潮
見

雅
敏
▽
同
課
主
幹
＝
高
橋
ひ
と
み

▽
観
光
交
流
課
長
＝
白
波
瀬
正
彦

▽
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
＝

小
林
敏
和

　
　

  

部
長
＝
四
方
博
▽
次
長

（
建
設
課
長
事
務
取
扱
）＝
四
方
康

尚
▽
監
理
課
長
＝
仲
井
渉
▽
建
設

課
主
幹
＝
上
田
英
之
▽
都
市
計
画

課
長
＝
奥
村
宣
幸
▽
建
築
課
長
＝

新
型
ウ
イ
ル
ス
禍

桜
の
季
節―

。
華
や
い
だ
気

分
に
な
り
、
特
に
こ
の
一
年
は

当
地
で
は
大
き
な
災
害
も
な
く

穏
や
か
な
春
を
迎
え
ら
れ
る
と

思
っ
て
い
た
が
、
世
の
中
に
は

上
り
坂
と
下
り
坂
の
ほ
か
に〝
マ

サ
カ
〞
と
い
う
坂
が
あ
る
ら
し

い
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で

あ
る
。

本
市
で
も
感
染
者
が
３
人
発

生
し
た
。
こ
の
報
は
市
民
に
衝

撃
を
与
え
、
そ
れ
ま
で
ど
こ
か

他
人
事
で
あ
っ
た
雰
囲
気
は
一

変
。
一
気
に
外
出
は
控
え
ら
れ
、

行
事
や
宴
会
の
中
止
が
相
次
ぐ

な
ど
、
ま
ち
全
体
に
過
度
と
も

思
え
る
自
粛
ム
ー
ド
が
拡
が
っ

た
。
一
斉
休
校
に
よ
る
子
ど
も

達
の
自
宅
待
機
、
そ
し
て
元
気

な
お
年
寄
り
の
活
動
さ
え
止

ま
っ
た
ま
ち
の
様
子
は
以
前
と

は
全
く
別
の
光
景
と
な
っ
た
。

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
人
類

は
疫
病
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
こ

と
を
学
ぶ
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
ペ
ス
ト
や
天
然
痘
、
近
代
の

ス
ペ
イ
ン
風
邪
な
ど
で
は
数
千

万
単
位
の
死
亡
が
記
録
さ
れ
て

い
る
。
現
代
で
は
エ
イ
ズ
や
Ｓ

Ａ
Ｒ
Ｓ
等
が
記
憶
に
新
し
い
。

た
だ
し
近
時
は
ワ
ク
チ
ン
開
発

に
よ
り
死
亡
者
数
は
激
減
し
て

お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て

も
一
刻
も
早
い
治
療
法
の
確
立

が
期
待
さ
れ
る
。

最
大
の
懸
念
は
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
（
世
界
的
大
流
行
）。
欧
米
で

は
既
に
そ
の
様
相
を
呈
し
て
い

る
が
、
国
境
を
越
え
る
疫
病
に

対
処
す
る
に
は
世
界
レ
ベ
ル
で

の
連
携
協
力
が
重
要
と
な
る
。

と
な
る
と
浮
上
す
る
の
が
、
本

市
が
提
唱
す
る
世
界
連
邦―

。

そ
の
必
要
性
が
従
来
に
も
比
し

て
増
し
て
く
る
。
戦
争
の
廃
絶

と
合
わ
せ
、
疫
病
対
策
を
国
家

の
利
害
を
超
え
て
取
り
組
む
運

動
と
い
う
視
点
で
捉
え
た
い
も

の
だ
。
こ
れ
ぞ
平
和
の
希
求
と

言
え
ま
い
か
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

新
し
い
外
来
診
療
担
当
医
師
表

は
、
同
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

広
報
紙
「
お
あ
し
す
」
50
号
（
４

月
発
行
予
定
）
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

5

122

4

飯
田
政
利

　
　

  

会
計
管
理
者
兼
会
計
課

長
＝
三
本
木
紀
子

　
　
　

  

消
防
長
＝
上
原
博
一

▽
次
長
＝
塩
見
幸
作
▽
管
理
課
長

＝
岸
本
新
吾
▽
予
防
課
長
＝
山
崎

正
吾
▽
警
防
課
長
兼
消
防
署
長
＝

四
方
繁
行
▽
警
防
課
主
幹
兼
消
防

署
上
林
出
張
所
長
兼
消
防
署
長
補

佐
＝
丸
岡
敦
史

　
　
　
　

  

部
長
＝
四
方
秀
一

▽
次
長（
下
水
道
課
長
事
務
取
扱
）

＝
柳
田
嘉
宏
▽
上
水
道
課
長
＝
小

林
浩
子　

　
　
　

  

局
長
＝
高
橋
一
彦

▽
次
長
＝
井
上
浩
豪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 部

長
＝
小
林
治
▽
学
校
教
育
課
長
＝

村
上
哲
也
▽
社
会
教
育
課
長
＝
立

藤
江
理
▽
同
課
主
幹
兼
天
文
館
長

兼
資
料
館
長
＝
大
槻
直
樹
▽
同
課

主
幹
兼
図
書
館
長
＝
生
駒
彩
子
▽

社
会
教
育
課
（
園
長
）＝
松
浦
宏

美
▽
八
田
幼
稚
園
長
＝
吉
田
純
子

　
　
　
　
　
　

 
局
長
＝
飯
室
誠

庁
舎
の
配
置
変
更

４
月
１
日
か
ら
、
企
画
総
務
部

企
画
政
策
課
は
本
庁
北
２
階
か
ら
、

本
庁
舎
２
階
に
移
動
し
ま
し
た
。

電
話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
本
市
に
と
っ
て
、
市
制

施
行
70
周
年
の
節
目
に
当
た
り
ま

す
。
市
は
、
70
周
年
を
記
念
し
て

新
た
な
発
想
や
企
画
で
事
業
を
実

施
す
る
市
民
団
体
な
ど
に
、
次
の

と
お
り
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象

対
象
と
な
る
の
は
▽
市
民
団
体

な
ど
が
自
ら
企
画
・
実
施
す
る
▽

地
域
の
活
性
化
や
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の
で
、

平
和
や
環
境
、
文
化
、
地
域
資
源

を
生
か
し
て
市
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と
す
る
▽
市
の
ほ
か
の
補
助
金

を
受
け
な
い
▽
交
付
決
定
の
日
か

ら
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
実

施
す
る―

事
業
で
す
。

市
外
で
実
施
す
る
も
の
や
限
ら

れ
た
人
を
対
象
と
し
た
事
業
、
毎

年
実
施
し
て
い
る
事
業
名
に
「
市

制
施
行
70
周
年
」
を
つ
け
た
だ
け

市
制
施
行
70
周
年
協
賛
事
業
補
助
金

〜
市
民
が
行
う

　
　 記
念
事
業
を
支
援
〜

の
事
業
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

補
助
額

１
件
当
た
り
10
万
円
（
補
助
率

10
分
の
10
）
を
上
限
に
予
算
の
範

囲
内
で
交
付
し
ま
す
。

申
請５

月
13
日（
水
）ま
で
に
所
定
の

用
紙
で
企
画
政
策
課
へ
。

申
請
書
は
市
役
所
２
階
の
同
課

と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

そ
の
他

補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
催
し

で
あ
っ
て
も
「
綾
部
市
制
施
行
70

周
年
記
念
」
と
表
記
し
て
実
施
す

る
場
合
は
、
企
画
政
策
課
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
同
課
☎（
42
）４
２

１
５
ま
で
。

●市制施行70周年記念式典
　　名誉市民の顕彰や市政に功績のあった団体・個人を
　表彰します（８月１日（土）開催）
●市議会設立70周年記念事業
 「次代を担う高校生議会」
　　将来を担う高校生の市政に対する理解と関心を深め
　ます（７月開催予定）
●未来へつなぐ文化のかおるまち推進事業
 「京都市交響楽団コンサート」
　　文化、芸術に親しむ機会の充実を図ります
　（11月１日（日）開催予定）
●あいフェスティバル・あやべ人権フェスタ事業
　　２つの事業を合同開催し、人権が尊重される社会の
　実現を目指します（12月13日（日）開催予定）
●綾部市史編さん事業
　　昭和の終わりから平成時代までの現代版の作成に着
　手します

市制施行70周年記念事業
　本年度計画している70周年記念事業の一部を紹介
します。各事業の詳細が決まりましたら、本紙や市
ホームページなどでお知らせします。

市
長
公
室

企
画
総
務
部

農
林
商
工
部

会
計
課

消
防
本
部

上
下
水
道
部

議
会
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

定
住
交
流
部

建
設
部

市
民
環
境
部

福
祉
保
健
部

組
織
と
人
事

　 〜
最
小
限
の
異
動
で
組
織
力・機
動
力
を
強
化
〜

青
野
町
の
市
立
病
院
（
高
升
正

彦
院
長
）
に
４
月
１
日
、
新
た
に

２
人
の
医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。

常
勤
医
師
は
33
人
で
増
減
は
あ
り

ま
せ
ん
。

市
立
病
院
に
新
任
医
師

小児科 河辺泰宏 医長
かわべ やすひろ

泌尿器科

田原秀一 透析センター長
たはら  ひでかず

　風邪など日常の病気から、内分泌代謝
や糖尿病、気管支喘息、アトピー性皮膚
炎などの小児慢性疾患に関しても、お子
さまのことでお困りの際にはご相談くだ
さい。日々適切な医療を提供できるよう
心掛け、地域の早期医療に尽力しますの
　　　　　で、よろしくお願いします。

　泌尿器科は、排尿障害や結石治療など
の良性疾患から、前立腺癌、膀胱癌、腎
癌などの癌診療、慢性腎不全や血液浄化
療法まで幅広く診療しています。
　ガイドラインに則した丁寧な診療を行
い、皆様の信頼を得たいと思います。地
域の皆様に最良の医療を提供できるよう
精一杯精進しますので、よろしくお願い
します。

い
よ
う
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

夕
方
か
ら
早
朝
は
特
に
ク
マ
が

活
発
に
活
動
す
る
時
間
帯
で
す
。

不
要
・
不
急
の
外
出
は
控
え
ま
し

ょ
う
。
遭
遇
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
山
へ
入
る
際
に
は
鈴
や
ラ

ジ
オ
を
携
帯
し
、
音
で
人
の
存
在

を
示
し
ま
し
ょ
う
。
万
一
の
た
め

に
、
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
や
爆
竹

を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。
ク
マ
の
エ

サ
と
な
る
も
の
は
屋
外
に
放
置
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ク
マ

を
目
撃
し
た
と
き
は
農
林
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課

☎（
42
）４
３
６
２

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

消
防
法
に
定
め
る
危
険
物
取
扱

者
試
験
の
受
験
に
際
し
、
必
要
な

予
備
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
５
月
16
日（
土
）午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
。
場
所
／
消
防

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味
方

町
）。
受
講
料
／
危
険
物
安
全
協

会
会
員
と
そ
の
従
業
員
や
学
生
は

５
千
円
。
そ
の
他
７
千
円
。
テ
キ

ス
ト
代
別
途
必
要
。
申
込
み
／
事

前
に
消
防
本
部
へ
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

退
職
な
ど
で
、
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
と
き
は
、
14
日
以

内
に
国
民
健
康
保
険（
以
下
国
保
）

へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
、
医
療
費
が
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
手
続

き
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、
職
場
の

健
康
保
険
を
脱
退
し
た
日
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
現
在
国
保
に
加
入
し
て

い
る
人
が
就
職
な
ど
で
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
も
、
14

日
以
内
に
脱
退
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
／
本
人
確
認
書
類
、
個

人
番
号
が
分
か
る
も
の
。
加
入
＝

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
証

明
書
。
脱
退
＝
国
保
と
職
場
の
健

康
保
険
の
両
方
の
保
険
証
。
届
出

先
／
市
民
・
国
保
課
。
備
考
／
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
期
限
ま
で
に
手
続
き
で
き

な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
６

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

ク
マ
が
活
動
す
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
ク
マ
の
事
故
に
遭
わ
な

問
こ
ど
も
支
援
課

☎（
42
）４
２
５
２

中
丹
東
保
健
所

☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

介
護
職
員
研
修
受
講
補
助

市
は
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修

か
実
務
者
研
修
を
受
講
し
、
市
内

介
護
事
業
所
等
で
勤
務
し
て
い
る

人
の
研
修
受
講
料
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
／
①
研
修
受
講
開
始
時
点
で

市
内
の
介
護
事
業
所
等
に
勤
務
し

て
い
る
介
護
職
員
で
、
研
修
修
了

後
も
引
き
続
き
３
か
月
以
上
勤
務

し
た
人
（
研
修
費
用
の
全
額
を
勤

務
先
が
支
払
い
・
補
て
ん
し
た
場

合
は
、
事
業
所
が
申
請
者
と
な
り

ま
す
）。②
研
修
修
了
後
３
か
月
以

内
に
介
護
職
員
と
し
て
市
内
の
介

護
事
業
所
等
に
就
職
し
、
引
き
続

き
３
か
月
以
上
勤
務
し
た
人
。
補

助
額
／
研
修
受
講
料
の
２
分
の
１

か
10
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
。

申
請
／
①
研
修
修
了
後
引
き
続
き

３
か
月
以
上
勤
務
し
た
日
②
介
護

事
業
所
等
に
就
職
し
た
日
後
３
か

月
を
経
過
し
た
日
の
そ
れ
ぞ
れ
１

年
以
内
に
、
申
請
書
類
を
高
齢
者

支
援
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
３
９

問
同
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

あ
や
べ
二
王
門
登
山
レ
ー
ス

市
は
、
睦
寄
町
の
二
王
公
園
を

発
着
点
と
す
る
「
二
王
門
登
山
レ

ー
ス
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
６
月
７
日（
日
）午
前
８
時

〜
受
付
。
競
技
内
容
／
２
㌔
＝
小

学
１
〜
３
年
生
▽
３
㌔
＝
小
学
４

〜
６
年
生
、
中
学
生
▽
５
㌔
＝
中

学
男
子
、
高
校
生
、
一
般
▽
10
㌔

＝
高
校
生
、一
般
。
参
加
費
／
小
・

中
学
生
＝
１
０
０
０
円
、高
校
生
・

一
般
＝
２
５
０
０
円
。
申
込
み
／

所
定
の
申
込
用
紙（
払
込
取
扱
票
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費

を
添
え
て
４
月
24
日（
金
）ま
で
に

郵
便
局
か
大
会
事
務
局
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

問
同
課

☎（
42
）４
３
５
６

地
域
交
響
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

府
と
市
町
村
振
興
協
会
は
「
地

域
交
響
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付
金
」

の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

５
月
８
日（
金
）ま
で
に
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
で
障
害
者
支
援
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
４

F（
42
）８
９
５
３

や
っ
て
み
よ
う
！
要
約
筆
記

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
人
や
途
中

で
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
人
に
、
話

の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
書
い
て

伝
え
る
「
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
」

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
23
日
、
６
月
６
、
20

日
、
７
月
４
、
18
日
、
８
月
１
、

８
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後

３
時
30
分
。
７
月
18
日
は
午
後
０

時
40
分
ま
で
。
場
所
／
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。
対
象
／

市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人
。
費
用
／
テ
キ
ス
ト
代
３
６
７

０
円
。
申
込
み
／
５
月
13
日（
水
）

ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
障
害

者
支
援
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
４

F（
42
）８
９
５
３

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

国
土
交
通
省
は
、
地
域
の
方
々

と
河
川
管
理
者
の
連
携
を
よ
り
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
事
業
／
自
治
会
な
ど
の
地
域

の
皆
さ
ん
が
、
介
護
や
子
育
て
、

防
災
な
ど
地
域
社
会
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む
地
域
活
動
。
申
請
期

限
／
６
月
30
日（
火
）。
交
付
率
／

対
象
経
費
の
３
分
の
２
（
上
限
額

は
事
業
内
容
に
応
じ
30
〜
３
０
０

万
円
）。
申
請
方
法
／
申
請
書
を

府
中
丹
広
域
振
興
局
か
市
民
協
働

課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

中
丹
広
域
振
興
局

☎
０
７
７
３（
62
）２
０
３
１

F
０
７
７
３（
63
）８
４
９
５

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
人
を
対
象

に
、
聴
覚
障
害
者
と
の
関
わ
り
を

通
し
て
手
話
の
基
礎
を
学
ぶ
、
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
「
入
門
課
程
」

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
19
日（
火
）か
ら
８
月

25
日（
火
）ま
で
の
毎
週
火
曜
日
、

午
後
７
時
〜
９
時
（
８
月
11
日
を

除
く
）。
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
青
野
町
）。
対
象
／
市
内

在
住
・
在
勤
の
16
歳
以
上
の
人
か

高
校
生
（
高
校
生
は
保
護
者
の
同

意
が
必
要
）。
定
員
／
30
人
（
多

数
の
場
合
抽
選
）。
費
用
／
テ
キ

ス
ト
代
３
３
０
０
円
。
申
込
み
／

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

民
生
児
童
委
員
が
決
定

調
整
中
だ
っ
た
地
区
の
、
民
生

児
童
委
員
＝
本
紙
令
和
元
年
12
月

号
参
照
＝
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

綾
部
西
部
／
井
倉
新
町
・
プ
レ
シ
ア

ス・井
倉
新
町
団
地
＝
大
槻
清
美
。

問
社
会
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
０

母
子
家
庭
奨
学
金
の
支
給

乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
な
ど
に
、
奨
学
金
を
支
給
し

ま
す
。

年
間
支
給
額
／
乳
幼
児
１
１
０
０

０
円
、
小
学
生
２
１
５
０
０
円
、

中
学
生
４
３
０
０
０
円
、
高
校
生

６
４
０
０
０
円
。
高
校
生
は
ほ
か

の
奨
学
金
等
と
併
給
調
整
し
ま

す
。
年
度
途
中
に
対
象
要
件
を
喪

失
し
た
場
合
は
、
支
給
額
の
返
納

が
必
要
で
す
。申
請
／
毎
年
必
要
。

５
月
29
日（
金
）ま
で
に
こ
ど
も
支

援
課
へ
。
期
限
以
降
の
申
請
は
支

給
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
備
考
／

５
月
の
毎
週
木
曜
日
は
、
窓
口
を

午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス　　  

89

お間違えなく  市立病院☎（43）0123
Inform

ation
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

人
口
・
火
災

募

　
　集

介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

①10：30  ②14：00

800円高校生以下
前売り 1,200円〈自由席〉

5月10日（日）

ヒキタさん！
ご懐妊ですよ

英会話・裁縫・楽器・俳句…など
当店の個室８畳の和室（テーブルあり）を使って
さまざまな教室にご利用ください！
飲食有り無しどちらでもOK！
ただし、２時間までとさせて頂きます。
事前にご予約いただければ幸いです。
詳細については、お電話でお尋ねください。

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶悠々
TEL 0773（42）0425
綾部市本町2丁目3

あなたの趣味の教室にいかがですか？

※職種  介護職員、生活支援員、管理栄養士、栄養士、
　　　  調理員、看護職員、事務職員
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者
　福祉協会HPで

職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

任
期
／
７
月
１
日
〜
令
和
３
年
６

月
30
日
（
１
年
間
）。
活
動
内
容

／
由
良
川
の
変
化
や
ご
み
の
投
棄

な
ど
河
川
の
情
報
提
供
。
活
動
範

囲
／
由
良
川
綾
部
市
域
。
応
募
資

格
／
由
良
川
付
近
在
住
の
20
歳
以

上
の
人
。
定
員
／
若
干
名
（
多
数

の
場
合
は
選
考
）。
応
募
方
法
／

は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

職
業
、
地
域
活
動
へ
参
加
し
た
経

験
、
応
募
の
理
由
を
記
入
し
、
５

月
22
日（
金
）必
着
で
福
知
山
河
川

国
道
事
務
所
へ
。
謝
礼
／
月
額
４

５
０
０
円
程
度
。
備
考
／
詳
し
く

は
同
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

問
同
事
務
所
☎（
22
）５
１
０
４

F（
23
）６
７
４
１

４
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
１
８
１
２
人
（
男
１

５
２
８
０
、
女
１
６
５
３
２
）。
世

帯
数
は
１
３
６
８
４
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

３
件
（
建
物
１
件
）
で
す
。

中丹映画大好き劇場

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

景気に左右されない安定した企業です
応募・お問い合わせは、

ミストラル介護センター綾部
47ー5333

デイサービススタッフ
大募集！



ま
ゆ
ピ
ー
が
、
ト
ー
ク
画
面
を
彩

り
ま
す
。

市
の
ス
タ
ン
プ
は
、
平
成
28
年

度
に
綾
部
高
等
学
校
美
術
部
と
共

同
で
初
め
て
作
成
。
平
成
30
年
度

に
開
催
し
た
、
同
コ
ン
テ
ス
ト
の

応
募
作
品
を
使
用
し
た
も
の
に
続

き
、
３
つ
目
で
す
。
ス
タ
ン
プ
は

ラ
イ
ン
ア
プ
リ
の
ス
タ
ン
プ

シ
ョ
ッ
プ
か
ら
「
ま
ゆ
ピ
ー
」
で

検
索
す
る
か
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
購
入
で
き
ま
す
。

6

２
月
28
日
の
３
月
市
議
会
定
例

会
で
、
名
誉
市
民
に
由
良
源
太
郎

氏
（
本
町
一
丁
目
）
＝
写
真
＝
を

選
定
す
る
人
事
案
件
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

地
域
の
医
療
福
祉
に
貢
献

由
良
氏
は
昭
和
42
年
、
前
身
の

産
婦
人
科
由
良
病
院
を
継
承
し

「
由
良
産
婦
人
科
・
小
児
科
医
院
」

（
本
町
一
丁
目
）
を
設
立
。
平
成
９

年
か
ら
市
立
病
院
に
産
婦
人
科
が

で
き
る
ま
で
の
５
年
間
は
、
市
内

で
唯
一
の
産
婦
人
科
医
院
と
し
て

地
域
の
周
産
期
医
療
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
も
、
女
性
の
ト
ー

タ
ル
ラ
イ
フ
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
安

心
し
て
出
産
で
き
る
同
医
院
の
名

誉
院
長
と
し
て
勤
務
。
地
域
の
保

健
医
療
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
63
年
か
ら
平
成
８

年
ま
で
綾
部
商
工
会
議
所
会
頭
に

就
任
。
商
店
街
や
市
街
地
の
近
代

化
を
進
め
る
た
め
、
西
町
ア
イ
タ

ウ
ン
の
整
備
に
尽
力
す
る
な
ど
、

本
市
の
商
工
振
興
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
紫
水
ヶ
丘
公
園
へ
の

「
河
津
桜
」
の
植
樹
＝
写
真
上
＝

▽
地
域
振
興
や
社
会
福
祉
、
育
英

資
金
な
ど
に
多
額
の
私
財
の
寄
付

│
な
ど
、
市
の
発
展
に
多
大
な
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

８
月
１
日
に
称
号
を
贈
呈

名
誉
市
民
の
称
号
は
、
市
の
福

祉
や
文
化
の
推
進
に
貢
献
し
、
優

れ
た
功
績
で
市
民
の
尊
敬
の
的
と

な
る
市
民
か
市
に
縁
故
の
深
い
人

に
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
由
良
氏
は

故
・
波
多
野
林
一
氏
（
元
グ
ン
ゼ

社
長
）、
故
・
林
田
悠
紀
夫
氏
（
元

法
務
大
臣
）、
故
・
永
井
幸
喜
氏

（
ケ
ー
ヨ
ー
創
業
者
）
に
次
ぐ
４

人
目
で
す
。
由
良
氏
を
名
誉
市
民

に
と
、
商
工
会
議
所
や
医
師
会
、

ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
文
化
協
会
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
団
体
か
ら
推

薦
を
受
け
ま
し
た
。

市
は
、
８
月
１
日
に
里
町
の
中

丹
文
化
会
館
で
執
り
行
う
「
市
制

施
行
70
周
年
記
念
式
典
」
で
、
由

良
氏
に
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
呈

し
ま
す
。

４
人
目
の
名
誉
市
民

 
由
良
源
太
郎
氏
に

　
　
　
　
　  贈
呈

平成 28、29年に寄贈された「河津桜」。春には
262本のサクラが咲き誇ります

名誉市民に決まった由良源太郎氏

市
は
昨
年
度
、
ま
ゆ
ピ
ー
の
ぬ

い
ぐ
る
み
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
衣
装

を
着
せ
た
写
真
を
募
集
す
る
「
第

２
回
ま
ゆ
ピ
ー
着
せ
替
え
コ
ン
テ

ス
ト
」
を
開
催
。
こ
の
ほ
ど
、
そ

の
作
品
な
ど
を
活
用
し
た
ラ
イ
ン

ス
タ
ン
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

ま
ゆ
ピ
ー
で
楽
し
く
会
話

ス
タ
ン
プ
は
全
32
種
類
で
、
コ

ン
テ
ス
ト
応
募
作
品
の
ほ
か
市
役

所
窓
口
等
で
飾
っ
て
い
る
も
の
を

使
用
。
さ
ま
ざ
ま
な
衣
装
を
着
た

着
せ
替
え
ま
ゆ
ピ
ー

ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
完
成！

購入はこちら⬇
https://
line.me/S/
sticker/
11152529

7

感染症に注意してください

市は４月１日、市役所西庁舎２階に「こども家庭支
援相談室」を新設しました。これまで設置していた
「家庭児童相談室」の機能を充実させ、新たに常勤の
保健師を配置しました。
愛称は、相談者がほっと安心して暮らせるように「あ

や・ほっと」と命名。妊産婦時の悩みごとや子育て、学
校など子どもの成長過程でのさまざまな相談に乗りま
す。受け付けは平日の午前８時30分～午後５時。メー
ルや電話でも受け付けます。気軽にご相談ください。

ほっとできる相談室を新設

路線名を分かりやすく表示
市は４月１日から、あやべ市民バス
（愛称：あやバス）の乗降口付近に、
路線名や始発・終点のバス停の名称な
どを表示したマグネットシートを貼り
付けました。
シートは全９路線を色で区分けして
表示。ひらがなや英語、ローマ字でも
併記し、外国人や高齢者などに行き先
を分かりやすくしています。

市は新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、同
感染症対策本部を設置。市立小・中学校の休業や施
設の閉館、市主催行事の中止などを行ってきまし
た。同感染症は４月７日、国の緊急事態宣言が出さ
れるなど、収束の兆しが見えていません。
市は現在、感染リスクの低い事業や学校、公共施
設について通常通り運営していますが、今後の状況
により見直します。
手洗いの徹底や３つの密※の重なりを避け、一人

ひとりが常に予防意識を持ち、せきエチケットやう
がい、感染が拡大している地域への往来を自粛する
など感染の拡大防止に努めましょう。

③近くの物を叩いて音を出す
　人の気配がないときに大声を出すと体力を消耗します。近くにあるもの
を叩いて、音を出しましょう。物を燃やすと煙を吸うことがあり危険です。

防災クイズ
３月号の答え

※３つの密…①換気の悪い密閉空間　②人が集
　　　　　　まる密集場所　③近距離で会話す
　　　　　　る密接場面─の条件が重なる場面

＜問い合わせ＞
同相談室
電話（40）1088、
ファクス（45）8825
メール kosodate＠
　　　city.ayabe.lg.jp

ま
ゆ
ピ
ー
が
、
ト
ー
ク
画
面
を
彩

り
ま
す
。

市
の
ス
タ
ン
プ
は
、
平
成
28
年

度
に
綾
部
高
等
学
校
美
術
部
と
共

同
で
初
め
て
作
成
。
平
成
30
年
度

に
開
催
し
た
、
同
コ
ン
テ
ス
ト
の

応
募
作
品
を
使
用
し
た
も
の
に
続

き
、
３
つ
目
で
す
。
ス
タ
ン
プ
は

ラ
イ
ン
ア
プ
リ
の
ス
タ
ン
プ

シ
ョ
ッ
プ
か
ら
「
ま
ゆ
ピ
ー
」
で

検
索
す
る
か
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
購
入
で
き
ま
す
。

6

２
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28
日
の
３
月
市
議
会
定
例

会
で
、
名
誉
市
民
に
由
良
源
太
郎

氏
（
本
町
一
丁
目
）
＝
写
真
＝
を

選
定
す
る
人
事
案
件
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

地
域
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医
療
福
祉
に
貢
献
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氏
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昭
和
42
年
、
前
身
の

産
婦
人
科
由
良
病
院
を
継
承
し

「
由
良
産
婦
人
科
・
小
児
科
医
院
」

（
本
町
一
丁
目
）
を
設
立
。
平
成
９

年
か
ら
市
立
病
院
に
産
婦
人
科
が

で
き
る
ま
で
の
５
年
間
は
、
市
内

で
唯
一
の
産
婦
人
科
医
院
と
し
て

地
域
の
周
産
期
医
療
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
も
、
女
性
の
ト
ー

タ
ル
ラ
イ
フ
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
安

心
し
て
出
産
で
き
る
同
医
院
の
名

誉
院
長
と
し
て
勤
務
。
地
域
の
保

健
医
療
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
63
年
か
ら
平
成
８

年
ま
で
綾
部
商
工
会
議
所
会
頭
に

就
任
。
商
店
街
や
市
街
地
の
近
代

化
を
進
め
る
た
め
、
西
町
ア
イ
タ

ウ
ン
の
整
備
に
尽
力
す
る
な
ど
、

本
市
の
商
工
振
興
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
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紫
水
ヶ
丘
公
園
へ
の

「
河
津
桜
」
の
植
樹
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写
真
上
＝
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地
域
振
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社
会
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祉
、
育
英

資
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な
ど
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多
額
の
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寄
付

│
な
ど
、
市
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発
展
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大
な
支

援
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た
だ
き
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し
た
。
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設について通常通り運営していますが、今後の状況
により見直します。
手洗いの徹底や３つの密※の重なりを避け、一人

ひとりが常に予防意識を持ち、せきエチケットやう
がい、感染が拡大している地域への往来を自粛する
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い
よ
う
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

夕
方
か
ら
早
朝
は
特
に
ク
マ
が

活
発
に
活
動
す
る
時
間
帯
で
す
。

不
要
・
不
急
の
外
出
は
控
え
ま
し

ょ
う
。
遭
遇
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
山
へ
入
る
際
に
は
鈴
や
ラ

ジ
オ
を
携
帯
し
、
音
で
人
の
存
在

を
示
し
ま
し
ょ
う
。
万
一
の
た
め

に
、
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
や
爆
竹

を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。
ク
マ
の
エ

サ
と
な
る
も
の
は
屋
外
に
放
置
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ク
マ

を
目
撃
し
た
と
き
は
農
林
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課

☎（
42
）４
３
６
２

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

消
防
法
に
定
め
る
危
険
物
取
扱

者
試
験
の
受
験
に
際
し
、
必
要
な

予
備
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
５
月
16
日（
土
）午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
。
場
所
／
消
防

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味
方

町
）。
受
講
料
／
危
険
物
安
全
協

会
会
員
と
そ
の
従
業
員
や
学
生
は

５
千
円
。
そ
の
他
７
千
円
。
テ
キ

ス
ト
代
別
途
必
要
。
申
込
み
／
事

前
に
消
防
本
部
へ
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

退
職
な
ど
で
、
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
と
き
は
、
14
日
以

内
に
国
民
健
康
保
険（
以
下
国
保
）

へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
、
医
療
費
が
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
手
続

き
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、
職
場
の

健
康
保
険
を
脱
退
し
た
日
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
現
在
国
保
に
加
入
し
て

い
る
人
が
就
職
な
ど
で
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
も
、
14

日
以
内
に
脱
退
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
／
本
人
確
認
書
類
、
個

人
番
号
が
分
か
る
も
の
。
加
入
＝

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
証

明
書
。
脱
退
＝
国
保
と
職
場
の
健

康
保
険
の
両
方
の
保
険
証
。
届
出

先
／
市
民
・
国
保
課
。
備
考
／
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
期
限
ま
で
に
手
続
き
で
き

な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
６

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

ク
マ
が
活
動
す
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
ク
マ
の
事
故
に
遭
わ
な

問
こ
ど
も
支
援
課

☎（
42
）４
２
５
２

中
丹
東
保
健
所

☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

介
護
職
員
研
修
受
講
補
助

市
は
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修

か
実
務
者
研
修
を
受
講
し
、
市
内

介
護
事
業
所
等
で
勤
務
し
て
い
る

人
の
研
修
受
講
料
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
／
①
研
修
受
講
開
始
時
点
で

市
内
の
介
護
事
業
所
等
に
勤
務
し

て
い
る
介
護
職
員
で
、
研
修
修
了

後
も
引
き
続
き
３
か
月
以
上
勤
務

し
た
人
（
研
修
費
用
の
全
額
を
勤

務
先
が
支
払
い
・
補
て
ん
し
た
場

合
は
、
事
業
所
が
申
請
者
と
な
り

ま
す
）。②
研
修
修
了
後
３
か
月
以

内
に
介
護
職
員
と
し
て
市
内
の
介

護
事
業
所
等
に
就
職
し
、
引
き
続

き
３
か
月
以
上
勤
務
し
た
人
。
補

助
額
／
研
修
受
講
料
の
２
分
の
１

か
10
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
。

申
請
／
①
研
修
修
了
後
引
き
続
き

３
か
月
以
上
勤
務
し
た
日
②
介
護

事
業
所
等
に
就
職
し
た
日
後
３
か

月
を
経
過
し
た
日
の
そ
れ
ぞ
れ
１

年
以
内
に
、
申
請
書
類
を
高
齢
者

支
援
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
３
９

問
同
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

あ
や
べ
二
王
門
登
山
レ
ー
ス

市
は
、
睦
寄
町
の
二
王
公
園
を

発
着
点
と
す
る
「
二
王
門
登
山
レ

ー
ス
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
６
月
７
日（
日
）午
前
８
時

〜
受
付
。
競
技
内
容
／
２
㌔
＝
小

学
１
〜
３
年
生
▽
３
㌔
＝
小
学
４

〜
６
年
生
、
中
学
生
▽
５
㌔
＝
中

学
男
子
、
高
校
生
、
一
般
▽
10
㌔

＝
高
校
生
、一
般
。
参
加
費
／
小
・

中
学
生
＝
１
０
０
０
円
、高
校
生
・

一
般
＝
２
５
０
０
円
。
申
込
み
／

所
定
の
申
込
用
紙（
払
込
取
扱
票
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費

を
添
え
て
４
月
24
日（
金
）ま
で
に

郵
便
局
か
大
会
事
務
局
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

問
同
課

☎（
42
）４
３
５
６

地
域
交
響
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

府
と
市
町
村
振
興
協
会
は
「
地

域
交
響
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付
金
」

の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

５
月
８
日（
金
）ま
で
に
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
で
障
害
者
支
援
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
４

F（
42
）８
９
５
３

や
っ
て
み
よ
う
！
要
約
筆
記

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
人
や
途
中

で
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
人
に
、
話

の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
書
い
て

伝
え
る
「
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
」

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
23
日
、
６
月
６
、
20

日
、
７
月
４
、
18
日
、
８
月
１
、

８
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後

３
時
30
分
。
７
月
18
日
は
午
後
０

時
40
分
ま
で
。
場
所
／
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。
対
象
／

市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人
。
費
用
／
テ
キ
ス
ト
代
３
６
７

０
円
。
申
込
み
／
５
月
13
日（
水
）

ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
障
害

者
支
援
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
４

F（
42
）８
９
５
３

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

国
土
交
通
省
は
、
地
域
の
方
々

と
河
川
管
理
者
の
連
携
を
よ
り
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
事
業
／
自
治
会
な
ど
の
地
域

の
皆
さ
ん
が
、
介
護
や
子
育
て
、

防
災
な
ど
地
域
社
会
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む
地
域
活
動
。
申
請
期

限
／
６
月
30
日（
火
）。
交
付
率
／

対
象
経
費
の
３
分
の
２
（
上
限
額

は
事
業
内
容
に
応
じ
30
〜
３
０
０

万
円
）。
申
請
方
法
／
申
請
書
を

府
中
丹
広
域
振
興
局
か
市
民
協
働

課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

中
丹
広
域
振
興
局

☎
０
７
７
３（
62
）２
０
３
１

F
０
７
７
３（
63
）８
４
９
５

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
人
を
対
象

に
、
聴
覚
障
害
者
と
の
関
わ
り
を

通
し
て
手
話
の
基
礎
を
学
ぶ
、
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
「
入
門
課
程
」

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
19
日（
火
）か
ら
８
月

25
日（
火
）ま
で
の
毎
週
火
曜
日
、

午
後
７
時
〜
９
時
（
８
月
11
日
を

除
く
）。
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
青
野
町
）。
対
象
／
市
内

在
住
・
在
勤
の
16
歳
以
上
の
人
か

高
校
生
（
高
校
生
は
保
護
者
の
同

意
が
必
要
）。
定
員
／
30
人
（
多

数
の
場
合
抽
選
）。
費
用
／
テ
キ

ス
ト
代
３
３
０
０
円
。
申
込
み
／

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

民
生
児
童
委
員
が
決
定

調
整
中
だ
っ
た
地
区
の
、
民
生

児
童
委
員
＝
本
紙
令
和
元
年
12
月

号
参
照
＝
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

綾
部
西
部
／
井
倉
新
町
・
プ
レ
シ
ア

ス・井
倉
新
町
団
地
＝
大
槻
清
美
。

問
社
会
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
０

母
子
家
庭
奨
学
金
の
支
給

乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
な
ど
に
、
奨
学
金
を
支
給
し

ま
す
。

年
間
支
給
額
／
乳
幼
児
１
１
０
０

０
円
、
小
学
生
２
１
５
０
０
円
、

中
学
生
４
３
０
０
０
円
、
高
校
生

６
４
０
０
０
円
。
高
校
生
は
ほ
か

の
奨
学
金
等
と
併
給
調
整
し
ま

す
。
年
度
途
中
に
対
象
要
件
を
喪

失
し
た
場
合
は
、
支
給
額
の
返
納

が
必
要
で
す
。申
請
／
毎
年
必
要
。

５
月
29
日（
金
）ま
で
に
こ
ど
も
支

援
課
へ
。
期
限
以
降
の
申
請
は
支

給
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
備
考
／

５
月
の
毎
週
木
曜
日
は
、
窓
口
を

午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス　　  
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お間違えなく  市立病院☎（43）0123
Inform

ation
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

人
口
・
火
災

募

　
　集

介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

①10：30  ②14：00

800円高校生以下
前売り 1,200円〈自由席〉

5月10日（日）

ヒキタさん！
ご懐妊ですよ

英会話・裁縫・楽器・俳句…など
当店の個室８畳の和室（テーブルあり）を使って
さまざまな教室にご利用ください！
飲食有り無しどちらでもOK！
ただし、２時間までとさせて頂きます。
事前にご予約いただければ幸いです。
詳細については、お電話でお尋ねください。

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶悠々
TEL 0773（42）0425
綾部市本町2丁目3

あなたの趣味の教室にいかがですか？

※職種  介護職員、生活支援員、管理栄養士、栄養士、
　　　  調理員、看護職員、事務職員
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者
　福祉協会HPで

職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

任
期
／
７
月
１
日
〜
令
和
３
年
６

月
30
日
（
１
年
間
）。
活
動
内
容

／
由
良
川
の
変
化
や
ご
み
の
投
棄

な
ど
河
川
の
情
報
提
供
。
活
動
範

囲
／
由
良
川
綾
部
市
域
。
応
募
資

格
／
由
良
川
付
近
在
住
の
20
歳
以

上
の
人
。
定
員
／
若
干
名
（
多
数

の
場
合
は
選
考
）。
応
募
方
法
／

は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

職
業
、
地
域
活
動
へ
参
加
し
た
経

験
、
応
募
の
理
由
を
記
入
し
、
５

月
22
日（
金
）必
着
で
福
知
山
河
川

国
道
事
務
所
へ
。
謝
礼
／
月
額
４

５
０
０
円
程
度
。
備
考
／
詳
し
く

は
同
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

問
同
事
務
所
☎（
22
）５
１
０
４

F（
23
）６
７
４
１

４
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
１
８
１
２
人
（
男
１

５
２
８
０
、
女
１
６
５
３
２
）。
世

帯
数
は
１
３
６
８
４
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

３
件
（
建
物
１
件
）
で
す
。

中丹映画大好き劇場

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

景気に左右されない安定した企業です
応募・お問い合わせは、

ミストラル介護センター綾部
47ー5333

デイサービススタッフ
大募集！

い
よ
う
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

夕
方
か
ら
早
朝
は
特
に
ク
マ
が

活
発
に
活
動
す
る
時
間
帯
で
す
。

不
要
・
不
急
の
外
出
は
控
え
ま
し

ょ
う
。
遭
遇
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
山
へ
入
る
際
に
は
鈴
や
ラ

ジ
オ
を
携
帯
し
、
音
で
人
の
存
在

を
示
し
ま
し
ょ
う
。
万
一
の
た
め

に
、
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
や
爆
竹

を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。
ク
マ
の
エ

サ
と
な
る
も
の
は
屋
外
に
放
置
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ク
マ

を
目
撃
し
た
と
き
は
農
林
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課

☎（
42
）４
３
６
２

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

消
防
法
に
定
め
る
危
険
物
取
扱

者
試
験
の
受
験
に
際
し
、
必
要
な

予
備
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
講

習
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
５
月
16
日（
土
）午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
。
場
所
／
消
防

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味
方

町
）。
受
講
料
／
危
険
物
安
全
協

会
会
員
と
そ
の
従
業
員
や
学
生
は

５
千
円
。
そ
の
他
７
千
円
。
テ
キ

ス
ト
代
別
途
必
要
。
申
込
み
／
事

前
に
消
防
本
部
へ
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退

退
職
な
ど
で
、
職
場
の
健
康
保

険
を
脱
退
し
た
と
き
は
、
14
日
以

内
に
国
民
健
康
保
険（
以
下
国
保
）

へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
、
医
療
費
が
全

額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。
手
続

き
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、
職
場
の

健
康
保
険
を
脱
退
し
た
日
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
現
在
国
保
に
加
入
し
て

い
る
人
が
就
職
な
ど
で
職
場
の
健

康
保
険
に
加
入
し
た
場
合
も
、
14

日
以
内
に
脱
退
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
／
本
人
確
認
書
類
、
個

人
番
号
が
分
か
る
も
の
。
加
入
＝

職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
証

明
書
。
脱
退
＝
国
保
と
職
場
の
健

康
保
険
の
両
方
の
保
険
証
。
届
出

先
／
市
民
・
国
保
課
。
備
考
／
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
期
限
ま
で
に
手
続
き
で
き

な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
６

ク
マ
の
出
没
に
注
意
！

ク
マ
が
活
動
す
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
ク
マ
の
事
故
に
遭
わ
な

問
こ
ど
も
支
援
課

☎（
42
）４
２
５
２

中
丹
東
保
健
所

☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

介
護
職
員
研
修
受
講
補
助

市
は
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修

か
実
務
者
研
修
を
受
講
し
、
市
内

介
護
事
業
所
等
で
勤
務
し
て
い
る

人
の
研
修
受
講
料
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
／
①
研
修
受
講
開
始
時
点
で

市
内
の
介
護
事
業
所
等
に
勤
務
し

て
い
る
介
護
職
員
で
、
研
修
修
了

後
も
引
き
続
き
３
か
月
以
上
勤
務

し
た
人
（
研
修
費
用
の
全
額
を
勤

務
先
が
支
払
い
・
補
て
ん
し
た
場

合
は
、
事
業
所
が
申
請
者
と
な
り

ま
す
）。②
研
修
修
了
後
３
か
月
以

内
に
介
護
職
員
と
し
て
市
内
の
介

護
事
業
所
等
に
就
職
し
、
引
き
続

き
３
か
月
以
上
勤
務
し
た
人
。
補

助
額
／
研
修
受
講
料
の
２
分
の
１

か
10
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
。

申
請
／
①
研
修
修
了
後
引
き
続
き

３
か
月
以
上
勤
務
し
た
日
②
介
護

事
業
所
等
に
就
職
し
た
日
後
３
か

月
を
経
過
し
た
日
の
そ
れ
ぞ
れ
１

年
以
内
に
、
申
請
書
類
を
高
齢
者

支
援
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
３
９

問
同
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

あ
や
べ
二
王
門
登
山
レ
ー
ス

市
は
、
睦
寄
町
の
二
王
公
園
を

発
着
点
と
す
る
「
二
王
門
登
山
レ

ー
ス
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
６
月
７
日（
日
）午
前
８
時

〜
受
付
。
競
技
内
容
／
２
㌔
＝
小

学
１
〜
３
年
生
▽
３
㌔
＝
小
学
４

〜
６
年
生
、
中
学
生
▽
５
㌔
＝
中

学
男
子
、
高
校
生
、
一
般
▽
10
㌔

＝
高
校
生
、一
般
。
参
加
費
／
小
・

中
学
生
＝
１
０
０
０
円
、高
校
生
・

一
般
＝
２
５
０
０
円
。
申
込
み
／

所
定
の
申
込
用
紙（
払
込
取
扱
票
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
費

を
添
え
て
４
月
24
日（
金
）ま
で
に

郵
便
局
か
大
会
事
務
局
の
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
。

問
同
課

☎（
42
）４
３
５
６

地
域
交
響
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

府
と
市
町
村
振
興
協
会
は
「
地

域
交
響
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
交
付
金
」

の
対
象
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

５
月
８
日（
金
）ま
で
に
電
話
か
フ

ァ
ク
ス
で
障
害
者
支
援
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
４

F（
42
）８
９
５
３

や
っ
て
み
よ
う
！
要
約
筆
記

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
人
や
途
中

で
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
人
に
、
話

の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
書
い
て

伝
え
る
「
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
」

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
23
日
、
６
月
６
、
20

日
、
７
月
４
、
18
日
、
８
月
１
、

８
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後

３
時
30
分
。
７
月
18
日
は
午
後
０

時
40
分
ま
で
。
場
所
／
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）。
対
象
／

市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人
。
費
用
／
テ
キ
ス
ト
代
３
６
７

０
円
。
申
込
み
／
５
月
13
日（
水
）

ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
障
害

者
支
援
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
４

F（
42
）８
９
５
３

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

国
土
交
通
省
は
、
地
域
の
方
々

と
河
川
管
理
者
の
連
携
を
よ
り
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
事
業
／
自
治
会
な
ど
の
地
域

の
皆
さ
ん
が
、
介
護
や
子
育
て
、

防
災
な
ど
地
域
社
会
の
課
題
解
決

に
取
り
組
む
地
域
活
動
。
申
請
期

限
／
６
月
30
日（
火
）。
交
付
率
／

対
象
経
費
の
３
分
の
２
（
上
限
額

は
事
業
内
容
に
応
じ
30
〜
３
０
０

万
円
）。
申
請
方
法
／
申
請
書
を

府
中
丹
広
域
振
興
局
か
市
民
協
働

課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
８

中
丹
広
域
振
興
局

☎
０
７
７
３（
62
）２
０
３
１

F
０
７
７
３（
63
）８
４
９
５

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

初
め
て
手
話
を
学
ぶ
人
を
対
象

に
、
聴
覚
障
害
者
と
の
関
わ
り
を

通
し
て
手
話
の
基
礎
を
学
ぶ
、
手

話
奉
仕
員
養
成
講
座
「
入
門
課
程
」

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
５
月
19
日（
火
）か
ら
８
月

25
日（
火
）ま
で
の
毎
週
火
曜
日
、

午
後
７
時
〜
９
時
（
８
月
11
日
を

除
く
）。
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
青
野
町
）。
対
象
／
市
内

在
住
・
在
勤
の
16
歳
以
上
の
人
か

高
校
生
（
高
校
生
は
保
護
者
の
同

意
が
必
要
）。
定
員
／
30
人
（
多

数
の
場
合
抽
選
）。
費
用
／
テ
キ

ス
ト
代
３
３
０
０
円
。
申
込
み
／

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

民
生
児
童
委
員
が
決
定

調
整
中
だ
っ
た
地
区
の
、
民
生

児
童
委
員
＝
本
紙
令
和
元
年
12
月

号
参
照
＝
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

綾
部
西
部
／
井
倉
新
町
・
プ
レ
シ
ア

ス・井
倉
新
町
団
地
＝
大
槻
清
美
。

問
社
会
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
０

母
子
家
庭
奨
学
金
の
支
給

乳
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭

の
母
な
ど
に
、
奨
学
金
を
支
給
し

ま
す
。

年
間
支
給
額
／
乳
幼
児
１
１
０
０

０
円
、
小
学
生
２
１
５
０
０
円
、

中
学
生
４
３
０
０
０
円
、
高
校
生

６
４
０
０
０
円
。
高
校
生
は
ほ
か

の
奨
学
金
等
と
併
給
調
整
し
ま

す
。
年
度
途
中
に
対
象
要
件
を
喪

失
し
た
場
合
は
、
支
給
額
の
返
納

が
必
要
で
す
。申
請
／
毎
年
必
要
。

５
月
29
日（
金
）ま
で
に
こ
ど
も
支

援
課
へ
。
期
限
以
降
の
申
請
は
支

給
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
備
考
／

５
月
の
毎
週
木
曜
日
は
、
窓
口
を

午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス　　  
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お間違えなく  市立病院☎（43）0123
Inform

ation
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

人
口
・
火
災

募

　
　集

介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口
ラインID　ayabeshojuen採用に関する情報をまとめた

ホームページをチェック！
https://ayabe-shojuen.com TEL080-8346-8052 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

①10：30  ②14：00

800円高校生以下
前売り 1,200円〈自由席〉

5月10日（日）

ヒキタさん！
ご懐妊ですよ

英会話・裁縫・楽器・俳句…など
当店の個室８畳の和室（テーブルあり）を使って
さまざまな教室にご利用ください！
飲食有り無しどちらでもOK！
ただし、２時間までとさせて頂きます。
事前にご予約いただければ幸いです。
詳細については、お電話でお尋ねください。

赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶悠々
TEL 0773（42）0425
綾部市本町2丁目3

あなたの趣味の教室にいかがですか？

※職種  介護職員、生活支援員、管理栄養士、栄養士、
　　　  調理員、看護職員、事務職員
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者
　福祉協会HPで

職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

任
期
／
７
月
１
日
〜
令
和
３
年
６

月
30
日
（
１
年
間
）。
活
動
内
容

／
由
良
川
の
変
化
や
ご
み
の
投
棄

な
ど
河
川
の
情
報
提
供
。
活
動
範

囲
／
由
良
川
綾
部
市
域
。
応
募
資

格
／
由
良
川
付
近
在
住
の
20
歳
以

上
の
人
。
定
員
／
若
干
名
（
多
数

の
場
合
は
選
考
）。
応
募
方
法
／

は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

職
業
、
地
域
活
動
へ
参
加
し
た
経

験
、
応
募
の
理
由
を
記
入
し
、
５

月
22
日（
金
）必
着
で
福
知
山
河
川

国
道
事
務
所
へ
。
謝
礼
／
月
額
４

５
０
０
円
程
度
。
備
考
／
詳
し
く

は
同
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
。

問
同
事
務
所
☎（
22
）５
１
０
４

F（
23
）６
７
４
１

４
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
１
８
１
２
人
（
男
１

５
２
８
０
、
女
１
６
５
３
２
）。
世

帯
数
は
１
３
６
８
４
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

３
件
（
建
物
１
件
）
で
す
。

中丹映画大好き劇場

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

景気に左右されない安定した企業です
応募・お問い合わせは、

ミストラル介護センター綾部
47ー5333

デイサービススタッフ
大募集！



■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

女
性
相
談

■日 

５
月
12
日（
火
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
３
人
。
１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
42
）１
８
０
１

交
通
事
故
相
談

■日 

５
月
13
、
27
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、

13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

５
月
13
日（
水
）

■時 

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 
５
月
18
日（
月
）

■時 
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■申
■問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

　F（
42
）９
０
２
９

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

５
月
27
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

■申
■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

憲
法
週
間
特
設
人
権
相
談

■日 

５
月
８
日（
金
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
申
し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

就
職
相
談

■日 

５
月
12
、
26
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

育
児
相
談

■日 

５
月
12
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

春
の
さ
さ
や
き
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
展

■日 

５
月
２
日（
土
）〜
12
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
クエ
ア
（
青
野
町
）

※

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
は
期
間

中
無
休

■問 
あ
や
べ
特
産
館

　☎（
43
）０
８
１
１

　F（
43
）０
８
３
３

春
の
バ
ラ
ま
つ
り

■日 

５
月
16
日（
土
）〜
６
月
28
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

綾
部
バ
ラ
園
（
青
野
町
）

※

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
は
期
間

中
無
休

■問 

あ
や
べ
特
産
館

　☎（
43
）０
８
１
１

　F（
43
）０
８
３
３

ト
チ
の
森
の
精
霊
を
探
し
に
古
屋
の

巨
樹
の
森
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日 

５
月
24
日（
日
）

■時 

９
時
〜
15
時
ご
ろ

■場 

古
屋
公
民
館
（
睦
寄
町
）
集
合

※

参
加
費
中
学
生
以
上
２
０
０
０
円
、

小
学
生
１
０
０
０
円
（
昼
食
込
み
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日 

５
月
20
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

行
政
相
談

■日 

５
月
20
日（
水
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

５
月
20
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課

　☎（
42
）４
２
３
５

法
律
相
談

■日 

５
月
21
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
５
月
14
日（
木
）〜
。

先
着
10
人
。
１
人
20
分

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

同
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
延
長
は
、
４

月
末
で
終
了
し
ま
す
。

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

ご
寄
付
　
３
月
受
付
分

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　40
件 

１
１
０
５
万
４
９
１
８
円

■日 

５
月
４
日（
月
・
祝
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

松
田
歯
科
医
院
（
岡
町
）

■問 

同
医
院
☎（
42
）７
７
４
４

　F（
43
）１
４
５
６

本
庁
舎
・
西
庁
舎

■日 

５
月
７
、
14
、
21
、
28
日（
木
）

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民・国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

（
42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

税
・
料
金
の
納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

※

母
子
家
庭
奨
学
金
の
申
請

■問 

こ
ど
も
支
援
課
☎（
42
）４
２
５
２

■申
■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

５
月
27
日（
水
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

６
月
２
日（
火
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
５
月
26
日（
火
）〜
29

日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

５
月
３
日（
日
・
祝
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

５
月
３
日（
日
・
祝
）

■時 

９
時
〜
18
時
　

■場 

西
町
一
丁
目

　☎
F（
42
）１
８
０
１

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

５
月
13
日（
水
）

■時 

９
時
45
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
か
月
ま
で
の
乳
児

と
産
婦
、
そ
の
家
族
対
象
。
持
ち

物
は
母
子
健
康
手
帳

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

５
月
26
日（
火
）

■時 

10
時
〜
14
時

■場 

君
尾
山
周
辺
（
睦
寄
町
）

※

介
護
を
し
て
い
る
男
性
対
象
。
内

容
は
君
尾
山
散
策
と
昼
食
。
実
費

必
要

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

５
月
26
日（
火
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
持

ち
物
は
お
茶
。
内
容
は
「
快
適
睡

眠
の
す
す
め
」

【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1011

お間違えなく  市立病院☎（43）0123
M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ
　

〈
５
〜
６
月
上
旬
〉

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

無
料
開
放

休
日
歯
科
当
番

■時 

19
時
ま
で

窓
口
延
長

相
　
　
談

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

会員になりませんか！ご入会いただける方をご紹介ください！

※専用の振込用紙で郵便局、金融機関でお支払いいただけます。クレジット決済も可能。

③市内飲食店の割引券・市内施設の無料利用券を送付　「あやべ温泉入浴無料」携帯クーポン配信

綾部市役所 秘書広報課　TEL 0773-42-4204　FAX 0773-42-4905
e-mail：tokubetusimin@city.ayabe.lg.jp　　http://www.ayabefan.com/

新型コロナウイルスの
集団発生防止に
ご協力お願いします

新型コロナウイルスに関連
する情報は、市ホームページ
から確認できます
http://www.city.ayabe.lg.jp

３
月
補
正
予
算
と一体
的
に
編
成

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
は
、

一
般
会
計
１
６
６
億
４
７
３
９
万

円
で
、
前
年
よ
り
２
・
０
㌫
増
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
補
正

予
算
で
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
な

ど
を
有
効
に
活
用
。
新
年
度
に
実

施
を
予
定
し
て
い
た
小
学
校
の
大

規
模
改
修
や
旧
市
民
セ
ン
タ
ー
の

解
体
な
ど
、
ハ
ー
ド
事
業
の
予
算

を
前
倒
し
で
計
上
し
ま
し
た
。
令

和
２
年
度
の
実
質
的
な
予
算
額

は
、
前
倒
し
の
事
業
予
算
と
合
わ

せ
、
１
７
３
億
６
１
１
万
円
（
前

年
比
６
・
０
㌫
増
）
で
す
。

将
来
見
据
え
借
金
な
ど
抑
制

歳
入
で
は
、財
政
調
整
基
金（
貯

金
）
の
取
り
崩
し
を
抑
制
（
前
年

比
３
・
６
㌫
減
）。
将
来
の
公
債

費
負
担
（
借
金
返
済
）
を
軽
減
す

る
た
め
、
市
債
の
発
行
も
抑
制
し

て
い
ま
す
（
前
年
比
19
・
９
㌫
減
）。

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
収
入

は
、
法
人
税
割
の
税
率
引
き
下
げ

な
ど
で
、
前
年
比
０
・
６
㌫
減
の

3 2

令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
が
３
月
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
復
旧

や
今
後
の
災
害
等
へ
の
備
え
が
必
要
な
こ
と
か
ら
緊
縮
財
政
が
続
く
中
、
国
や
府
の
補

助
金
を
積
極
的
に
確
保
。
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
を
厳
選
す
る
と
と
も
に
、
市

制
施
行
70
周
年
の
記
念
事
業
な
ど
、
将
来
へ
夢
や
希
望
を
つ
な
ぐ
施
策
を
進
め
ま
す
。

45
億
９
８
１
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
、
法
人
事
業
税
交
付

金
が
創
設
さ
れ
た
ほ
か
、
地
方
交

付
税
や
地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど

が
増
え
る
見
込
み
で
す
。

行
政
課
題
に
重
点
配
分

歳
出
は
、
安
全
・
安
心
を
は
じ

め
、
少
子
高
齢
化
や
産
業
振
興
、

農
村
集
落
活
性
化
、
ま
ち
な
か
再

生
な
ど
、
行
政
課
題
に
対
応
す
る

施
策
に
重
点
配
分
。「
医
・
職
・
住
・

教
育
・
情
報
発
信
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

本
年
度
は
、
今
後
10
年
間
の
市

の
方
向
性
や
目
標
な
ど
を
定
め
る

「
第
６
次
綾
部
市
総
合
計
画
」
に

加
え
、
市
街
地
全
体
の
効
果
的
な

土
地
利
用
を
考
え
る
「
立
地
適
正

化
計
画
」、
公
共
施
設
の
最
適
配

置
を
進
め
る
「
公
共
施
設
個
別
施

設
計
画
」
を
策
定
。
ま
ち
づ
く
り

の
重
要
な
役
割
を
担
う
、
こ
れ
ら

の
計
画
策
定
事
業
に
予
算
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
本
年
は
、

市
制
施
行
70
周
年
の
節
目
の
年
。

各
種
記
念
事
業
＝
本
紙
５
面
参
照

＝
な
ど
で
、
緊
縮
財
政
の
中
で
も

次
代
へ
と
夢
を
つ
な
ぐ
施
策
を
進

め
ま
す
。

令
和
２
年
度
当
初
予
算

　    
緊
縮
型
で
も
将
来
に
つ
な
ぐ
施
策
展
開

医 職
住 教育

情報発信

子ども家庭支援相談室設置事業費 16,282千円
児童虐待防止の体制を強化＝本紙７面参照

西八田放課後学級施設整備事業費 28,634千円
令和３年度の放課後学級開設に向けた施設整備

障害福祉サービス事業所等施設整備事業費
 18,238千円
障害者の就労支援拠点整備を支援（令和３年開設予定）

後期高齢者歯科健診事業費 2,572千円

介護職員研修受講支援事業費  555千円
市内介護事業所の職員が受講する
研修費を支援＝本紙８面参照

●小学校大規模改修事業費 43,755千円
綾部小学校のトイレと中筋小学校の
外壁を改修

●ＩＣＴ推進事業費（小・中学校）
 410,200千円
児童生徒１人１台端末の活用に向けた
通信ネットワークを整備

●旧市民センター解体事業費
 184,948千円

●宮代豊里線整備事業費 7,448千円
＝写真①

●橋りょう長寿命化対策事業費
 12,373千円
２橋の補修と１橋の設計を実施

Ｉ・Ｔビル大規模改修事業費 42,493千円
４階空調設備、屋上等を改修＝写真④

あやべ温泉活性化推進事業費 25,000千円
大型迷路の設置やバランススクーターの
整備等に対する補助

林道君尾線整備事業費 9,000千円
林道君尾線を整備し、安全な交通確保と
観光周遊ルートを構築

集落営農法人経営力強化事業費
 1,516千円
　農地集積により経営規模を拡大する
　集落営農法人を支援

■当初予算の規模
一般会計 166億4,739万円
特別会計 94億343万円
公営企業会計 127億9,301万円

合計 388億4,383万円

令和元年度前倒し事業分
 ６億5,872万円

特定空家等対策事業費　　1,500千円
危険な状態にある特定空家を
略式代執行により解体

防災基盤整備事業費　　 21,638千円
防火水槽２基を整備（里町、旭町）

消防車両整備事業費 33,978千円
高規格救急車、小型動力ポンプを更新

第６次綾部市総合計画策定費 5,005千円

立地適正化計画策定事業費 5,310千円
＝写真②

公共施設マネジメント推進事業費 12,964千円

小学校大規模改修事業費＝写真③
 33,693千円
志賀小学校の体育館の屋根、床を改修

国宝光明寺二王門消火設備改修費補助事業費
 12,000千円
自動消火設備の設置、設備改修等への補助

チャレンジイングリッシュ事業費 533千円
低学年を対象とした英語に触れる体験事業

大河ドラマ「麒麟がくる」推進事業費等
 1,600千円
リーフレットの作成や市内観光バスツアーに
対する補助

令和２年度歳入歳出の状況（一般会計）

歳 入

歳 出
目的別

議会費・労働費・
予備費 1.4%

分担金・負担金 0.2%
使用料・手数料 2.4％

災害復旧費
0.2%

消防費
4.1%

農林水産業費 4.1%

財産収入・寄付金・諸収入 1.5%

商工費 2.1%

総務費
14.7%

民生費
35.3%

衛生費
10.8%

土木費
12.8%

教育費
  6.9%

公債費
 7.6%

市税
27.1%

繰入金
6.8%

地方交付税
26.8%

国庫支出金
12.8%

府支出金
10.5%

市債 5.3%

地方譲与税ほか 6.6%

自主財源 38.0%
依存財源 62.0%

前倒し事業
（令和元年度３月補正予算）

①

②

③

④

①道路を拡幅し、車両のスム
ーズな通行と歩行者の安全を
確保。②新しい図書館やコン
ベンションホールなどの整備
に向け、将来を見据えた土地
利用を計画。③老朽化した施
設を計画的に改修し、学習環
境を改善。④経年劣化による
設備を適切に維持管理し、利
用者の利便性を確保

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

女
性
相
談

■日 

５
月
12
日（
火
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
３
人
。
１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
42
）１
８
０
１

交
通
事
故
相
談

■日 

５
月
13
、
27
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、

13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日 

５
月
13
日（
水
）

■時 

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 
５
月
18
日（
月
）

■時 
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■申
■問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

　F（
42
）９
０
２
９

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

５
月
27
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

■申
■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

憲
法
週
間
特
設
人
権
相
談

■日 

５
月
８
日（
金
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
申
し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

就
職
相
談

■日 

５
月
12
、
26
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

育
児
相
談

■日 

５
月
12
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

春
の
さ
さ
や
き
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
展

■日 

５
月
２
日（
土
）〜
12
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
クエ
ア
（
青
野
町
）

※

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
は
期
間

中
無
休

■問 
あ
や
べ
特
産
館

　☎（
43
）０
８
１
１

　F（
43
）０
８
３
３

春
の
バ
ラ
ま
つ
り

■日 

５
月
16
日（
土
）〜
６
月
28
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

綾
部
バ
ラ
園
（
青
野
町
）

※

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
は
期
間

中
無
休

■問 

あ
や
べ
特
産
館

　☎（
43
）０
８
１
１

　F（
43
）０
８
３
３

ト
チ
の
森
の
精
霊
を
探
し
に
古
屋
の

巨
樹
の
森
に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日 

５
月
24
日（
日
）

■時 

９
時
〜
15
時
ご
ろ

■場 

古
屋
公
民
館
（
睦
寄
町
）
集
合

※

参
加
費
中
学
生
以
上
２
０
０
０
円
、

小
学
生
１
０
０
０
円
（
昼
食
込
み
）

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

調
停
相
談

■日 

５
月
20
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

行
政
相
談

■日 

５
月
20
日（
水
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

５
月
20
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課

　☎（
42
）４
２
３
５

法
律
相
談

■日 

５
月
21
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
５
月
14
日（
木
）〜
。

先
着
10
人
。
１
人
20
分

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※

同
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
延
長
は
、
４

月
末
で
終
了
し
ま
す
。

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

ご
寄
付
　
３
月
受
付
分

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　40
件 

１
１
０
５
万
４
９
１
８
円

■日 

５
月
４
日（
月
・
祝
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

松
田
歯
科
医
院
（
岡
町
）

■問 

同
医
院
☎（
42
）７
７
４
４

　F（
43
）１
４
５
６

本
庁
舎
・
西
庁
舎

■日 

５
月
７
、
14
、
21
、
28
日（
木
）

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民・国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

（
42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

税
・
料
金
の
納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

※

母
子
家
庭
奨
学
金
の
申
請

■問 

こ
ど
も
支
援
課
☎（
42
）４
２
５
２

■申
■問 

市
民
協
働
課

　☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

５
月
27
日（
水
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問 

同
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

６
月
２
日（
火
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
５
月
26
日（
火
）〜
29

日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

５
月
３
日（
日
・
祝
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

５
月
３
日（
日
・
祝
）

■時 

９
時
〜
18
時
　

■場 

西
町
一
丁
目

　☎
F（
42
）１
８
０
１

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

■日 

５
月
13
日（
水
）

■時 

９
時
45
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
か
月
ま
で
の
乳
児

と
産
婦
、
そ
の
家
族
対
象
。
持
ち

物
は
母
子
健
康
手
帳

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

５
月
26
日（
火
）

■時 

10
時
〜
14
時

■場 

君
尾
山
周
辺
（
睦
寄
町
）

※

介
護
を
し
て
い
る
男
性
対
象
。
内

容
は
君
尾
山
散
策
と
昼
食
。
実
費

必
要

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日 

５
月
26
日（
火
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
持

ち
物
は
お
茶
。
内
容
は
「
快
適
睡

眠
の
す
す
め
」

【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1011

お間違えなく  市立病院☎（43）0123
M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ
　

〈
５
〜
６
月
上
旬
〉

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

無
料
開
放

休
日
歯
科
当
番

■時 

19
時
ま
で

窓
口
延
長

相
　
　
談

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
を
考
慮
し
、
行
事
が
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

会員になりませんか！ご入会いただける方をご紹介ください！

※専用の振込用紙で郵便局、金融機関でお支払いいただけます。クレジット決済も可能。

③市内飲食店の割引券・市内施設の無料利用券を送付　「あやべ温泉入浴無料」携帯クーポン配信

綾部市役所 秘書広報課　TEL 0773-42-4204　FAX 0773-42-4905
e-mail：tokubetusimin@city.ayabe.lg.jp　　http://www.ayabefan.com/

新型コロナウイルスの
集団発生防止に
ご協力お願いします

新型コロナウイルスに関連
する情報は、市ホームページ
から確認できます
http://www.city.ayabe.lg.jp
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 編
集
／
秘
書
広
報
課

2020（
令
和
２
）年
4
月
16日

発
行

「住んでよかった 住みたくなる…綾部発情報すくらんぶる」は、綾部市の施策・制度・イベント・名所・活躍する個人や団体…
など、綾部のホットな市政情報や旬の話題を幅広くお届けします。

４
月
号

73

公
募
で
デ
ザ
イ
ン
を
決
定

建
物
正
面
の
壁
画
を
制
作
し
た

の
は
、
福
知
山
市
在
住
の
荻
野
弘

人
さ
ん
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
、
自
然
と
触
れ
合
う
様
子

を
描
い
て
い
ま
す
。
壁
画
は
、
同

駅
が
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
よ

う
に
と
の
思
い
を
込
め
、
同
委
員

会
が
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
。
審
査
員

の
投
票
で
「
誰
も
が
親
し
み
や
す

く
か
わ
い
い
」
と
好
評
だ
っ
た
、
荻

野
さ
ん
の
作
品
を
選
び
ま
し
た
。

ま
た
、
南
北
の
２
面
の
壁
は
、

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
デ
ザ
イ
ン

を
考
え
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
塗

装
。
そ
れ
ぞ
れ
違
う
デ
ザ
イ
ン
の
、

色
彩
豊
か
な
ペ
イ
ン
ト
が
完
成
し

ま
し
た
。

交
流
や
情
報
発
信
の
拠
点

山
家
ふ
れ
あ
い
の
駅
は
地
域
の

要
望
を
受
け
、
府
の
「
駅
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
補
助
金
を
活
用

し
て
、
市
が
旧
上
原
教
育
集
会
所

を
再
整
備
し
た
も
の
。
地
域
活
性

化
の
交
流
拠
点
と
し
て
、
平
成
31

年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

同
駅
で
は
、
地
元
で
採
れ
た
野
菜

や
特
産
品
な
ど
の
販
売
、
飲
食

コ
ー
ナ
ー
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
演
奏
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
会
場
や
地
域
交
流
の
場
と
し

て
も
活
用
。
さ
ら
に
、
東
部
地
域

の
玄
関
口
と
し
て
、
情
報
発
信
の

役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

上／市民から寄付を受けたピアノは、誰でも
自由に演奏できます。下／力を合わせて作業
する委員会のメンバー

　やまが元気プロジェクト委員会（谷口和紀委員長）が、上原町のＪＲ山家駅前
にある「山家ふれあいの駅」の壁面ペイントを企画。このほど、色鮮やかな壁画
が完成しました。

　やまが元気プロジェクト委員会（谷口和紀委員長）が、上原町のＪＲ山家駅前
にある「山家ふれあいの駅」の壁面ペイントを企画。このほど、色鮮やかな壁画
が完成しました。

壁面ペイントで装い新たに壁面ペイントで装い新たに

山家ふれあいの駅山家ふれあいの駅

　「自然と触れ合い、地域に人が集まるよ
うに」とのメッセージを込めてデザインを
考えました。作業中には駅の利用者や地域
　　　　　　の人が声を掛けてくれ、人と
　　　　　　人との距離が近いことが山家
　　　　　　地区の魅力だと感じました。
　　　　　　　この壁画を通して同駅に関
　　　　　　　心が集まり、地域の魅力や
　　　　　　　自然の良さなどに気付くき
　　　　　　　　っかけになればうれしい
　　　　　　　　　です。

　同駅がオープンしてから約１年が経過し、
遠くから訪れる人も増加。さらにこの地域
に人を呼び込むため、この企画を考えまし
た。ペイントに興味を持ち、
立ち寄ってくれる人が増える
とうれしいです。同駅が地域
のシンボルになることを期待
しつつ、この地から山家や東
部地域の魅力を発信し、由良
川の自然を活用したカヌーラ
フティング体験の窓
口業務も行っていき
ます。

壁画の作者
荻野弘人さん
（福知山市）

やまが元気プロジェクト委員会
谷口和紀 委員長
やまが元気プロジェクト委員会
谷口和紀 委員長

住　所：綾部市上原町戸尻８-５
電　話：（21）5529
営業時間：午前９時～午後４時（4～ 9月）
　　　　午前９時30分～午後３時（10～3月）
定休日：木曜日

information里山に春の訪れ
ミツマタの甘い香りに包まれた、水源の里・老富の「神秘の森」。
多くの観光客が、春の訪れを楽しみました。
４月下旬には、美しいシャガの群生が見られます。

4
令和２（2020）年令和２（2020）年第774号広報あやべ

令和２年度当初予算
組織と人事
由良源太郎さん名誉市民に
まゆピーラインスタンプ完成

2
4
6
6

市制施行70周年市制施行70周年


